
『
山
家
集
』
所
載
西
行
歌
一
首
存
疑
（
上
）
 
 

1
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
所
収
平
経
盛
詠
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
 
 

犬
 
井
 
善
 
寿
 
 

（
一
）
 
 

西
行
の
家
集
の
一
つ
、
『
山
家
集
』
の
恋
部
に
、
 
 

恋
（
誹
宗
）
 
 

六
五
九
な
に
ゆ
へ
か
け
喜
で
も
の
を
雷
は
ま
し
命
に
か
へ
て
あ
ふ
よ
な
り
せ
ば
（
靴
墨
猷
誠
研
収
一
 
 

と
い
う
歌
が
載
る
。
こ
の
歌
は
、
『
別
本
山
家
集
』
に
ほ
、
 
 

恋
の
歌
よ
み
け
る
に
（
畑
針
術
聖
 
 

六
≡
 
な
に
ゆ
へ
か
け
ふ
ま
で
物
を
雷
は
ま
し
い
の
ち
に
か
へ
て
あ
壷
な
り
せ
は
（
那
請
麒
肇
鰭
節
叫
紹
賓
礪
」
「
師
 
 

酢
喘
絹
昭
一
 
 

と
載
り
、
『
西
行
上
人
集
』
の
石
川
県
立
図
書
館
李
花
亭
文
庫
蔵
本
の
「
追
而
加
害
西
行
上
人
和
歌
、
次
第
不
同
」
に
も
、
 
 

東
国
修
行
の
と
き
、
あ
る
山
寺
に
し
ば
ら
く
侍
て
（
爛
配
転
）
 
 

七
三
五
何
ゆ
へ
に
今
。
書
物
を
お
浅
ま
し
命
に
か
琵
琶
な
り
昌
（
配
畑
酢
蛾
）
 
 

と
載
る
が
、
他
の
西
行
家
集
、
『
西
行
上
人
集
』
『
山
家
心
中
集
』
『
聞
書
集
』
『
残
集
』
 
や
、
西
行
の
自
歌
合
、
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
 
 

（
3
）
 
 

『
官
河
歌
合
』
に
は
載
ら
な
い
。
因
み
に
、
管
見
に
入
っ
た
『
山
家
集
』
の
諸
本
は
、
全
て
、
こ
の
歌
を
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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の
歌
が
欠
け
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

（
5
）
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
歌
は
、
谷
山
茂
氏
が
拷
摘
さ
れ
た
こ
と
な
の
だ
が
、
『
治
産
三
十
六
人
歌
合
』
 
 

る
。
≡
十
六
人
の
十
首
を
十
八
番
に
番
え
た
こ
の
歌
合
の
四
番
左
「
大
畠
大
后
官
権
大
夫
経
盛
」
 
 

す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

ト
レ
L
 
づ
J
」
 
 
 

一
・
青
野
山
街
に
た
な
び
く
白
雲
の
絶
間
や
を
そ
き
桜
成
ら
ん
 
 

七
夕
後
朝
 
 

二
 
た
な
は
た
は
天
の
岩
戸
の
さ
し
も
な
き
明
れ
は
帰
る
な
ら
ひ
也
け
り
 
 

月
 
 

三
 
さ
も
こ
そ
は
浮
世
に
め
ぐ
る
月
な
ら
め
な
が
む
る
ま
ゝ
に
物
ぞ
か
な
し
き
 
 

社
顔
月
 
 

四
 
住
書
の
松
吹
風
の
音
さ
え
て
う
ら
さ
び
し
く
も
す
め
る
月
戟
 
 

紅
葉
 
 

五
 
秋
霧
の
た
え
ま
に
み
ゆ
る
紅
葉
ゞ
や
た
ち
残
し
た
る
錦
成
ら
ん
 
 

ま
た
、
私
撰
集
で
は
、
『
万
代
集
』
巻
十
「
恋
二
」
に
、
 
 

だ
い
し
ら
ず
 

西
行
法
師
 
 

何
故
か
け
ふ
書
物
を
恩
は
ま
し
命
忙
か
へ
て
逢
世
な
り
せ
ば
筋
諸
琶
㌻
謂
刑
）
 
 

と
、
ま
た
、
勅
撰
集
で
ほ
、
『
統
古
今
集
』
に
、
 
 

西
行
絵
師
 
 

恋
の
歌
と
て
（
詐
翫
七
）
 
 

6
七
七
何
故
に
け
ふ
ま
卓
物
を
恩
は
ま
し
命
に
か
へ
て
警
世
な
篭
ば
（
鯛
鰍
）
 
と
、
西
行
の
歌
と
し
て
撰
は
れ
て
い
る
。
『
万
代
集
』
『
緯
古
今
集
』
諸
本
の
中
に
は
、
「
世
」
を
「
蘭
」
と
す
る
本
も
あ
る
が
、
こ
 
 

で
は
平
経
盛
の
詠
と
さ
れ
て
い
 
 

（
6
）
 
 

の
十
首
を
、
三
手
文
庫
蔵
本
で
示
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恋
 
 

六
 
い
か
に
せ
ん
宮
城
の
既
に
摘
芹
の
ね
に
の
み
な
け
ど
知
人
ぞ
な
き
 
 

七
 
う
き
人
の
心
の
み
や
は
恨
む
べ
き
そ
れ
と
て
物
を
恩
ひ
し
る
か
は
 
 

入
 
何
せ
ん
に
け
ふ
ま
で
物
を
思
ほ
ま
し
命
に
か
へ
て
逢
世
な
り
せ
ほ
 
 

心
か
け
た
る
女
の
琴
の
を
ゝ
尋
て
侍
り
け
れ
は
 
 

九
 
は
や
く
よ
り
思
ひ
か
け
て
も
こ
と
の
絃
の
あ
ほ
ぬ
ね
に
の
み
ぬ
る
～
袖
戟
 
 

法
性
寺
入
道
前
太
政
大
臣
、
南
面
に
接
を
殖
て
、
次
の
年
き
さ
ら
ぎ
に
か
 
 

く
れ
給
に
け
る
後
、
其
花
い
み
じ
く
開
た
り
け
る
を
み
て
 
 

一
〇
君
は
よ
も
恩
は
ぎ
り
け
ん
咲
初
る
花
よ
り
さ
き
に
ち
ら
む
も
の
と
は
（
飛
脚
遠
敷
確
約
譜
豊
汁
）
 
 
 

八
首
冒
が
、
異
文
は
あ
る
が
、
問
題
の
歌
な
の
で
あ
る
。
 
 

（
7
）
 
 
 

こ
の
歌
合
の
諸
本
を
見
る
と
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
『
三
十
六
人
歌
合
』
は
、
配
字
配
行
に
≡
手
本
と
小
異
が
あ
る
の
み
、
 
 

（
g
）
 
 

（
8
）
 
 

神
官
文
庫
蔵
『
六
々
集
』
ほ
、
十
二
番
左
以
下
の
写
本
で
四
番
左
の
経
盛
歌
は
欠
け
て
い
る
。
松
平
文
庫
蔵
『
十
首
十
∧
番
歌
合
』
 
 

ほ
、
前
三
伝
本
よ
り
も
検
出
の
本
文
を
伝
え
て
い
る
。
管
見
四
本
の
限
り
で
は
、
こ
の
歌
合
に
お
い
て
、
経
盛
歌
八
昔
日
「
何
せ
ん
 
 

に
」
の
歌
に
動
き
ほ
な
い
と
言
え
る
。
 
 

『
山
家
集
』
等
の
「
何
故
か
」
の
歌
が
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
で
は
経
盛
詠
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
ほ
、
前
述
の
と
お
り
、
谷
 
 

（
5
）
 
 

山
氏
が
最
初
に
棺
桶
さ
れ
た
。
氏
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
、
「
西
行
の
人
と
歌
」
 
と
い
う
御
論
で
、
「
平
家
の
人
々
と
西
行
と
の
関
係
 
 

は
、
決
し
て
う
と
く
ほ
な
い
」
と
し
て
、
忠
盛
・
時
忠
・
清
盛
等
の
平
家
の
人
々
と
の
交
友
に
触
れ
ら
れ
た
上
で
、
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
（
貼
摘
頼
蒜
嘩
）
と
い
う
歌
は
、
山
家
集
・
異
本
山
家
集
追
加
に
も
見
え
、
続
古
今
集
や
万
代
集
で
も
西
行
の
歌
 
 

と
し
て
い
る
。
け
九
ど
も
、
治
承
三
十
六
人
歌
合
に
よ
れ
は
、
平
経
盛
の
歌
で
あ
る
。
（
も
っ
と
も
そ
こ
で
は
初
句
が
「
な
に
せ
 
 
 

ん
に
」
と
な
っ
て
い
る
）
。
山
家
集
に
ほ
「
人
に
代
り
て
」
と
は
っ
き
り
こ
と
わ
っ
て
い
る
代
作
の
歌
が
す
く
な
く
な
い
。
こ
 
鍋
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れ
に
ほ
「
人
に
代
り
て
」
と
も
こ
と
ぁ
っ
て
い
な
い
が
、
あ
る
い
は
経
盛
の
た
め
に
代
作
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
と
 
6
0
 
 

も
、
偶
然
の
類
似
か
。
今
し
ば
ら
く
存
疑
の
歌
と
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 

（
1
0
）
 
と
言
わ
れ
た
。
翌
三
十
四
年
、
古
典
文
庫
最
中
世
歌
合
集
上
』
に
『
治
承
±
〓
ト
ハ
人
歌
合
』
を
詔
刻
さ
れ
た
際
に
も
、
経
盛
歌
八
 
 

首
目
「
何
せ
ん
に
」
の
歌
に
、
 
 

た
ゞ
し
続
古
今
集
で
ほ
西
行
の
歌
と
す
る
 
 

、
〓
■
 
 

と
い
う
注
を
付
さ
れ
た
。
同
じ
年
の
∵
「
平
経
盛
と
そ
の
家
集
」
と
い
う
御
論
で
は
、
経
盛
の
勅
撰
集
入
集
歌
を
、
『
千
載
集
』
で
「
読
 
 

人
不
知
」
と
さ
れ
た
歌
か
ら
都
合
十
二
首
を
数
え
ら
れ
た
う
え
で
、
言
葉
を
続
け
て
、
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
ま
た
続
古
今
集
に
西
行
の
歌
と
し
て
、
（
誠
醒
如
柵
）
と
い
う
歌
が
見
え
る
。
（
鮎
軸
摘
削
相
碩
紅
絹
根
付
絹
・
琴
 
 

し
か
し
、
治
承
三
十
六
人
歌
合
で
は
、
こ
れ
を
経
盛
の
歌
と
し
て
い
る
。
も
し
も
、
こ
れ
が
経
盛
の
歌
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
の
 
 

作
は
勅
撰
集
に
合
計
十
三
首
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

と
言
わ
れ
た
。
谷
山
氏
は
、
初
め
は
、
問
題
の
歌
を
西
行
が
「
経
盛
の
た
め
に
代
作
し
た
」
か
「
偶
然
の
現
似
か
」
と
さ
れ
た
わ
け
 
 

だ
が
、
後
に
は
、
「
経
盛
の
歌
」
と
す
る
方
向
に
傾
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
『
山
家
集
』
等
に
載
る
「
何
故
か
」
の
歌
と
 
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
 
の
経
盛
の
 
「
何
せ
ん
に
」
 
の
歌
の
間
で
は
、
 
 

初
句
に
大
異
が
あ
る
。
従
っ
て
、
両
者
を
別
の
歌
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
が
、
稿
老
は
、
こ
れ
を
同
一
歌
と
見
る
立
場
を
採
る
。
 
 

初
句
の
異
文
も
意
味
は
似
て
お
り
、
他
は
殆
ん
ど
同
文
で
あ
り
、
ま
た
、
素
材
・
題
材
・
技
巧
・
作
詞
・
主
題
の
点
で
も
合
致
す
る
 
 

か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
、
両
者
を
同
一
歌
と
す
る
前
墟
の
も
と
で
穐
々
の
問
題
を
検
討
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
を
全
く
別
の
歌
と
見
 
 

る
立
場
の
む
き
に
ほ
、
以
下
ほ
、
無
意
味
な
検
討
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
 
 
 

問
題
の
「
何
故
か
」
の
歌
は
、
西
行
詠
で
あ
る
の
か
、
経
盛
詠
で
あ
る
の
か
、
こ
れ
は
、
大
き
な
問
題
に
関
わ
っ
て
来
る
。
西
行
 
 

詠
で
あ
る
な
ら
、
何
故
に
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
が
経
成
爪
歌
と
し
た
の
か
と
い
う
点
を
含
め
て
、
西
行
歌
の
広
が
り
と
い
う
問
題
 
 

に
つ
な
が
ろ
う
。
逆
に
、
経
盛
詠
で
あ
る
な
ら
、
『
山
家
集
』
等
に
西
行
詠
で
ほ
な
い
歌
が
西
行
歌
と
し
て
混
入
し
て
い
る
こ
と
に
 
 

な
り
、
何
故
に
西
行
歌
と
さ
れ
た
か
、
諸
集
の
ど
の
段
階
で
西
行
歌
と
さ
れ
た
か
、
等
の
点
を
含
め
て
、
他
人
詠
さ
え
西
行
歌
と
す
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か
よ
う
な
点
を
は
じ
め
、
「
何
故
か
」
 
の
歌
の
詠
老
を
吟
味
す
る
こ
と
は
、
種
々
の
問
題
の
為
に
、
無
意
味
で
は
な
い
。
本
稿
に
 
 

1
6
 
お
い
て
は
、
問
題
の
歌
の
詠
老
を
経
盛
と
考
証
す
る
こ
と
を
前
半
「
上
」
 
の
課
題
と
し
、
「
下
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
歌
を
め
ぐ
る
 
 
 

る
と
い
う
、
西
行
歌
の
広
が
り
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
来
る
。
 
 
 

か
よ
う
な
問
題
を
ほ
ら
む
「
何
故
か
」
の
歌
な
の
で
あ
る
が
、
早
く
昭
和
三
十
三
年
に
谷
山
氏
が
存
疑
歌
と
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
 
 

ら
ず
、
以
後
の
『
山
家
集
』
研
究
や
西
行
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
件
に
関
す
る
吟
味
や
検
討
は
、
殆
ん
ど
無
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

（
1
2
）
 
 
 

現
在
の
西
行
和
歌
の
研
究
は
、
全
歌
の
総
索
引
が
刊
行
さ
れ
、
用
語
や
そ
の
頻
度
か
ら
の
検
討
さ
え
容
易
な
段
階
に
至
っ
て
い
る
。
 
 

「
何
故
か
」
の
歌
を
西
行
詠
と
見
る
か
否
か
は
、
そ
の
辺
り
で
も
、
実
は
、
微
妙
な
問
題
と
関
わ
る
と
言
え
そ
う
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

例
え
ば
、
西
行
は
、
「
何
せ
ん
に
」
 
と
い
う
語
は
用
い
る
が
、
「
何
故
か
」
 
と
い
う
語
句
は
歌
で
は
用
い
な
い
。
尤
も
、
「
か
」
を
 
 

伴
わ
な
い
「
何
故
」
の
例
は
あ
る
。
そ
の
「
何
故
」
の
唯
一
の
例
ほ
、
『
聞
書
集
』
の
、
 
 

≡
七
間
ふ
と
か
や
郁
財
燃
ゆ
る
炎
ぞ
と
君
を
た
き
ぎ
の
罪
の
火
ぞ
か
し
（
敵
讃
詣
析
認
諾
す
）
 
 

だ
が
、
こ
れ
は
、
「
君
」
が
「
何
故
燃
ゆ
る
炎
ぞ
」
と
「
間
ふ
と
か
や
」
、
と
西
行
が
疑
っ
た
も
の
、
更
に
言
う
と
、
 
 
 

閻
魔
の
庁
を
出
で
て
、
罪
人
を
具
し
て
獄
卒
罷
る
戌
亥
の
方
に
、
炎
見
ゆ
、
罪
人
、
「
如
何
な
る
炎
ぞ
」
 
と
獄
卒
に
間
ふ
、
「
汝
 
 

が
堕
つ
べ
き
地
獄
の
炎
な
り
」
と
獄
卒
の
申
す
を
聞
き
て
、
罪
人
、
を
の
の
き
悲
し
む
と
、
仲
胤
僧
都
と
申
し
し
人
、
説
法
に
 
 

し
侍
り
け
る
を
思
ひ
出
で
て
 
 

と
い
う
詞
書
に
見
え
る
、
罪
人
の
「
如
何
な
る
炎
ぞ
」
と
い
う
言
葉
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
西
行
自
身
が
「
何
故
」
と
疑
っ
 
 

た
訳
で
は
な
い
。
西
行
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
消
瞳
的
な
用
い
方
と
言
え
る
。
問
題
の
歌
の
「
何
故
か
」
は
、
か
な
り
積
極
的
な
用
 
 

い
方
で
あ
り
、
こ
れ
と
は
大
差
が
あ
る
。
他
に
は
こ
の
用
語
の
例
が
西
行
に
は
無
い
と
い
う
事
実
を
知
る
時
、
こ
と
を
「
何
故
」
と
 
 

い
う
一
語
に
限
定
し
て
も
、
問
題
の
歌
が
西
行
詠
で
あ
る
か
香
か
ほ
、
決
着
の
欲
し
い
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
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西
行
家
集
の
流
れ
と
、
そ
れ
ら
と
私
撰
集
・
勅
撰
集
と
の
交
渉
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
、
大
方
の
御
叱
正
を
得
た
い
。
 
 

、
‥
 
 

ま
ず
、
「
何
故
か
」
の
歌
を
西
行
詠
と
す
る
こ
と
に
疑
問
符
を
打
つ
契
機
に
な
っ
た
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
 
の
資
料
価
値
を
吟
 
 

（
1
3
）
 
 

（
1
4
）
 
 

味
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
節
で
は
、
特
に
そ
の
成
立
の
問
題
を
、
谷
山
茂
・
松
野
陽
一
両
氏
の
御
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、
整
理
す
 
 

る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

へ
l
冊
∵
 
 
 

『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
称
は
、
谷
山
氏
が
「
か
り
に
」
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
本
稿
は
こ
れ
に
従
う
。
但
し
、
三
手
文
庫
 
 

（
1
5
）
 
 

蔵
本
と
山
口
図
書
館
蔵
本
は
『
三
十
六
人
歌
合
』
、
神
官
文
庫
蔵
本
は
『
六
々
集
』
、
松
平
文
庫
蔵
本
は
『
十
首
十
八
番
歌
合
』
と
、
 
 

外
題
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
序
文
に
、
長
楽
寺
に
詣
で
た
編
者
が
「
あ
や
し
う
か
ら
さ
び
た
る
爵
」
か
ら
 
「
ち
か
比
や
ま
と
歌
に
た
く
み
に
お
は
す
る
僧
 
 

俗
三
十
六
人
を
か
た
ら
ひ
出
て
、
そ
の
人
々
に
と
り
て
す
ぐ
れ
た
る
言
の
菓
を
十
づ
～
書
つ
ら
ね
」
た
 
「
ふ
み
ひ
と
ま
き
」
を
托
さ
 
 

れ
た
と
あ
る
。
「
鳩
の
杖
に
す
が
れ
る
」
そ
の
翁
は
、
文
一
巻
を
托
す
と
 
「
か
き
け
つ
や
う
に
う
せ
」
 
た
と
あ
る
の
は
、
説
話
等
で
 
 

見
う
け
る
塾
で
あ
り
、
序
文
に
言
う
こ
の
翁
の
撰
と
い
う
の
は
、
こ
の
書
の
編
者
の
仮
構
と
見
て
誤
り
は
あ
る
ま
い
。
 
 
 

「
ち
か
比
や
ま
と
歌
に
」
以
下
は
、
こ
の
書
の
組
成
と
性
格
を
示
し
た
も
の
で
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
 
 
 

こ
の
書
は
、
谷
山
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
僧
俗
三
十
六
人
の
歌
各
十
首
を
十
八
番
の
歌
合
に
仕
立
て
た
歌
仙
歌
合
」
で
あ
る
。
 
 

即
ち
、
清
輔
以
下
十
八
人
の
在
俗
を
左
に
、
俊
成
以
下
十
八
人
の
出
家
を
右
に
、
先
き
に
経
盛
歌
を
引
い
た
よ
う
に
、
一
挙
に
十
首
 
 

ず
つ
番
え
、
歌
合
の
型
式
を
採
る
。
尤
も
、
万
人
の
難
陳
も
判
老
の
判
詞
も
無
い
。
序
文
に
「
三
十
六
人
に
限
れ
る
事
は
、
公
庄
卿
 
 

の
跡
を
ま
な
び
て
、
三
十
六
句
に
か
た
ど
る
。
三
百
六
十
首
を
え
ら
ペ
る
心
ざ
し
は
、
貫
之
の
主
の
新
撰
を
思
ひ
て
、
三
百
六
十
日
 
 

を
あ
ら
は
す
也
」
と
も
あ
り
、
松
野
氏
が
「
僧
俗
の
組
み
合
せ
形
式
を
と
り
、
公
任
の
三
十
六
人
撰
、
貫
之
の
三
日
六
十
首
（
新
撰
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和
歌
）
の
系
譜
を
ひ
い
た
秀
歌
撰
的
歌
合
」
と
言
わ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

稿
老
も
、
こ
の
書
は
、
確
か
に
歌
合
の
形
式
は
採
る
が
、
僧
俗
十
八
人
都
合
三
十
六
人
の
歌
を
十
首
ず
つ
撰
ん
だ
、
歌
合
形
式
の
 
 

私
撰
集
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
書
の
成
立
年
代
に
関
し
て
は
、
谷
山
氏
が
、
 
 
 

所
収
歌
の
最
も
新
ら
し
い
も
の
は
、
治
承
二
年
三
月
の
賀
茂
別
雷
社
歌
合
の
歌
（
経
盛
・
静
賢
・
忠
虔
）
、
治
承
二
年
九
月
披
 
 
 

諌
の
右
大
臣
家
百
首
の
歌
（
季
攣
経
家
）
等
で
あ
り
二
桝
一
ま
た
作
者
の
位
著
の
う
ち
に
「
源
三
位
頼
政
朝
臣
」
と
あ
り
、
 
 
 

（
聖
頼
政
が
従
三
位
に
叙
苫
れ
た
治
承
±
年
（
二
七
八
）
十
二
月
廿
四
員
降
の
撰
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
も
そ
 
 
 

の
頼
政
を
、
（
晰
）
入
道
の
側
に
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
夏
は
、
或
は
板
政
が
出
家
す
る
治
承
三
年
十
二
月
廿
八
日
以
前
に
 
 
 

成
立
し
て
い
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
舶
）
少
く
と
も
平
家
の
部
落
あ
た
り
を
下
警
し
て
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
も
の
で
 
 

は
あ
ろ
う
。
 
 

と
言
わ
れ
、
松
野
氏
も
、
種
々
の
検
討
を
通
し
て
、
 
 

安
元
二
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
清
泉
元
年
六
月
二
十
日
の
聞
に
作
者
選
定
が
な
さ
れ
、
里
二
年
秋
頃
ま
で
に
作
品
が
収
集
さ
 
 

れ
、
次
の
三
年
以
内
に
は
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

と
さ
れ
た
。
両
氏
と
も
、
本
書
の
成
立
を
治
承
三
年
（
監
）
以
前
と
さ
れ
る
訳
だ
が
、
こ
れ
は
、
西
行
の
入
滅
の
建
久
元
年
（
紅
）
 
 

二
月
十
六
日
の
十
墓
前
、
経
盛
が
教
讐
共
笑
水
し
た
と
『
平
家
臥
離
』
が
管
完
琴
左
た
む
三
月
二
十
四
日
の
壇
滞
合
 
 

戦
の
五
年
前
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
谷
山
・
松
野
両
氏
の
御
研
究
に
従
え
は
、
こ
の
書
は
本
稿
で
問
題
の
西
行
・
経
盛
両
人
の
在
世
中
 
 

に
成
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

こ
の
歌
合
の
撰
者
が
、
序
文
に
あ
る
文
一
巻
を
托
し
た
老
翁
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
前
述
の
と
お
り
、
編
者
あ
る
い
ほ
撰
者
の
虚
 
 

構
で
あ
る
。
現
今
で
は
、
本
書
の
十
三
番
右
の
覚
盛
を
撰
者
と
見
る
む
き
が
多
い
。
谷
山
氏
は
、
 
 
 

と
り
わ
け
覚
鹿
の
「
三
十
六
人
十
八
番
」
が
そ
の
書
名
な
ど
か
ら
し
て
こ
れ
（
毎
碩
に
璧
ハ
臥
鞭
注
）
に
ょ
く
似
て
い
る
よ
う
に
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思
わ
れ
る
。
 
 
 

5
 
 

と
さ
れ
た
が
、
『
三
十
六
人
十
八
番
』
を
 
「
三
百
六
十
首
歌
合
」
と
呼
ん
で
引
く
『
夫
木
抄
』
に
そ
の
書
の
覚
盛
歌
で
は
な
い
歌
が
 
 
 

「
三
百
六
十
首
歌
合
」
の
歌
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
事
実
か
ら
、
「
別
書
と
考
え
ね
は
な
ら
な
い
」
と
、
御
説
の
限
界
を
示
さ
れ
た
。
 
 
 

そ
の
、
『
夫
木
抄
』
所
収
覚
盛
歌
を
め
ぐ
る
谷
山
氏
の
御
懸
念
は
、
楠
格
闘
氏
が
、
そ
の
歌
が
正
治
二
年
『
三
百
六
十
番
歌
合
』
の
 
 

V
加
爪
 
 

美
香
歌
で
あ
る
と
拒
摘
さ
れ
た
こ
と
で
、
氷
解
し
た
。
楠
橋
氏
は
、
「
名
称
と
形
態
の
環
似
か
ら
言
え
は
、
治
承
三
十
六
人
歌
合
が
覚
 
 

盛
の
『
三
十
六
人
十
八
番
』
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
大
き
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
、
こ
の
歌
合
の
覚
盛
撰
説
を
補
 
 

強
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

松
野
氏
も
、
「
撰
者
を
摘
出
す
る
条
件
と
し
て
考
え
ら
れ
る
本
書
の
特
色
」
 
と
し
て
 
「
①
六
条
家
歌
人
の
重
視
、
③
歌
林
苑
へ
の
 
 

親
近
性
、
文
芸
形
態
に
関
し
て
、
③
歌
仙
形
式
へ
の
好
尚
、
人
選
と
も
か
ら
む
が
④
僧
侶
歌
人
尊
重
の
特
殊
歌
合
形
式
の
採
択
の
四
 
 

点
」
を
挙
げ
ら
れ
、
多
く
の
有
力
な
証
拠
を
示
し
て
、
 
 

以
上
の
四
条
件
に
つ
い
て
の
諸
徴
証
ほ
、
覚
盛
説
を
補
強
こ
そ
す
れ
、
否
定
に
繁
る
も
の
ほ
な
か
っ
た
。
 
 

と
さ
れ
、
加
え
て
、
加
茂
重
保
あ
た
り
の
 
「
経
済
的
支
援
者
が
あ
っ
た
上
で
、
撰
者
と
し
て
の
仕
事
を
覚
盛
が
勤
め
た
の
で
あ
ろ
 
 

う
」
と
の
推
測
を
も
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

要
す
る
に
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
ほ
、
本
稿
で
問
題
の
西
行
と
経
盛
の
在
世
中
の
治
承
三
年
に
、
こ
の
書
の
歌
人
の
一
人
覚
盛
 
 

が
撰
ん
だ
、
歌
仙
歌
合
・
秀
歌
撰
的
歌
合
・
歌
合
形
式
の
私
撰
集
な
の
で
あ
る
。
 
 

こ
の
書
の
資
料
価
値
と
し
て
、
い
ま
一
つ
、
そ
の
文
学
史
上
の
意
義
の
面
で
も
、
問
題
の
歌
の
詠
老
と
さ
れ
る
西
行
・
経
盛
二
人
 
 

の
歌
人
と
関
わ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

谷
山
氏
は
、
本
書
の
成
立
年
と
撰
者
を
検
討
さ
れ
、
 
 

本
書
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
源
平
両
家
が
興
亡
を
賭
し
て
相
戦
う
そ
の
動
乱
の
世
相
を
背
景
に
し
て
成
立
し
た
も
の
と
 
 

し
て
注
目
に
値
す
る
が
、
そ
の
人
選
、
選
歌
な
ど
に
お
い
て
も
確
か
に
一
つ
の
立
場
を
提
示
し
て
お
り
、
詞
花
集
か
ら
千
載
集
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者
 
 

井
 
 

犬
 
 

へ
の
移
行
期
、
も
っ
と
局
限
し
て
い
え
ほ
千
載
集
成
立
直
前
の
歌
界
の
消
息
を
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
窺
わ
せ
て
く
れ
る
文
献
 
 

と
し
て
意
義
が
深
い
。
 
 

と
言
わ
れ
、
松
野
氏
も
、
歌
壇
史
の
観
点
を
加
え
て
、
 
 

こ
の
書
の
成
立
の
時
期
が
、
歌
林
苑
会
衆
の
活
動
の
最
盛
期
に
当
る
こ
と
や
、
歌
壇
の
指
導
的
な
立
場
が
清
掃
か
ら
俊
成
に
 
 

移
っ
て
ゆ
く
時
に
も
当
っ
て
い
て
、
当
時
の
歌
界
の
動
向
を
採
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
 
 

と
言
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
歌
合
は
、
院
政
期
の
歌
界
を
考
え
る
上
で
の
重
要
文
献
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
と
を
 
「
何
故
 
 

か
」
の
歌
を
め
芸
西
行
・
（
雉
盛
二
人
の
歌
に
限
定
し
て
も
、
重
大
な
意
義
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
承
安
二
年
（
茎
に
 
 

成
っ
た
と
さ
れ
る
『
歌
仙
落
書
』
が
、
こ
の
歌
合
に
、
そ
の
組
成
や
所
収
歌
を
含
め
て
、
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
 
 

鮮
明
に
な
る
事
柄
で
あ
る
。
谷
山
氏
が
、
同
書
を
比
較
し
て
、
 
 

歌
仙
落
書
に
は
平
家
の
歌
人
は
ま
だ
一
人
も
加
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
本
書
に
は
平
家
の
歌
人
が
三
人
も
く
つ
わ
を
並
べ
て
い
 
 

る
。
 
 

歌
仙
落
書
に
は
ま
だ
見
え
ぬ
西
行
が
本
書
に
は
選
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
待
遇
は
漸
く
源
仲
綱
あ
た
り
と
組
合
さ
れ
る
 
 

程
度
で
あ
っ
た
。
 
 

と
棺
桶
さ
れ
た
点
が
そ
れ
で
、
本
稿
に
と
っ
て
重
要
問
題
で
あ
る
。
問
題
の
西
行
が
本
書
に
至
っ
て
揺
ら
れ
、
問
題
の
経
盛
等
の
平
 
 

家
歌
人
が
凍
害
に
至
っ
て
採
ら
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
。
ま
た
、
そ
の
 
『
治
承
≡
十
六
人
歌
合
』
 
に
お
い
て
、
問
題
の
歌
 
 

が
、
そ
の
西
行
の
詠
か
、
は
た
ま
た
経
盛
の
詠
か
、
と
い
う
問
題
を
は
ら
む
の
は
、
興
味
深
い
符
合
な
の
だ
か
ら
。
 
 

要
す
る
に
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
は
、
和
歌
史
上
、
ま
た
、
西
行
・
経
盛
個
人
の
歌
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
文
献
な
の
で
あ
 
 

る
。
そ
の
文
献
で
、
『
山
家
集
』
等
が
西
行
詠
と
す
る
歌
が
経
盛
詠
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
ほ
、
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
 
 65   
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（
三
）
 
 

前
引
の
ご
と
く
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
に
経
盛
歌
と
し
て
載
る
「
何
せ
ん
に
」
の
歌
を
、
谷
山
氏
は
、
最
初
、
「
あ
る
い
は
経
 
 

盛
の
た
め
に
（
緊
聖
代
作
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
偶
然
の
類
似
か
」
と
言
わ
れ
た
。
「
偶
然
の
類
似
」
は
と
も
か
 
 

く
と
し
て
、
「
代
作
」
と
い
う
点
は
、
吟
味
の
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
に
お
い
て
は
、
問
題
の
歌
の
西
行
代
作
の
可
能
性
が
あ
 
 

る
か
否
か
を
検
討
し
て
み
る
。
 
 

『
治
承
≡
十
六
人
歌
合
』
に
は
、
他
人
に
「
か
ほ
り
て
」
と
詞
書
で
こ
と
わ
っ
て
い
る
歌
が
、
二
首
載
る
。
 
 

八
番
 
右
 
 

道
因
 
 

か
た
ら
ふ
所
あ
ま
た
あ
り
と
間
男
の
も
と
へ
、
人
に
か
は
り
て
つ
か
ほ
し
け
る
 
 

七
 
な
び
き
け
ん
事
ぞ
く
や
し
き
女
郎
花
な
べ
て
吹
け
る
秋
の
野
夙
に
 
 
 

こ
れ
ら
が
、
「
女
」
「
人
」
に
頼
ま
れ
て
文
字
通
り
「
か
は
り
て
」
詠
ん
だ
代
作
か
、
そ
れ
と
も
、
詠
者
が
仮
構
と
し
て
「
女
」
「
人
」
 
 

の
立
場
で
詠
ん
だ
歌
か
、
つ
ま
り
「
女
」
「
人
」
と
い
う
話
者
を
設
定
し
て
詠
ん
だ
歌
か
、
吟
味
の
要
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
と
も
か
 
 

く
、
こ
の
歌
合
で
ほ
、
歌
は
、
実
際
に
そ
の
歌
を
詠
ん
だ
人
の
詠
と
し
て
収
め
る
訳
で
あ
る
。
代
作
し
て
も
ら
っ
た
人
の
詠
と
は
し
 
 

な
い
。
さ
き
に
こ
の
歌
合
を
私
撰
集
と
見
た
訳
で
、
こ
れ
は
歌
集
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
な
の
だ
が
。
 
 
 

こ
の
事
は
、
こ
の
歌
合
で
ほ
代
作
と
ほ
し
て
い
な
い
歌
で
、
他
文
献
で
は
代
作
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
歌
が
あ
る
こ
と
か
ら
 
 

も
、
判
然
と
す
る
。
 
 
 

十
二
番
 
右
 
 女

に
か
は
り
て
 
 

八
 
頼
め
し
を
人
に
か
た
り
て
あ
ぢ
き
な
く
我
偽
に
成
に
け
る
か
な
 
 

祐
盛
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と
い
う
詞
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
実
定
が
も
と
も
と
は
代
作
と
し
て
詠
ん
だ
歌
な
の
で
あ
る
。
似
た
例
に
、
 
 

適
見
山
花
 
 

一
白
雲
に
ひ
と
つ
に
み
ゆ
る
山
桜
い
づ
く
か
花
の
き
は
め
成
ら
ん
 
 

（
2
0
）
 
 

が
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
季
経
の
『
季
経
入
道
集
』
に
、
 
 

は
、
『
千
若
』
恋
五
（
仙
巴
で
は
「
題
し
ら
ず
右
大
臣
」
と
し
て
収
め
る
が
、
鳶
の
『
林
姦
』
に
は
、
 
 
 

し
 

の
詞
書
で
、
初
旬
「
し
ら
く
も
と
」
の
形
で
載
る
。
そ
う
し
て
、
、
そ
の
詞
書
ど
お
り
、
『
三
井
寺
新
藤
社
歌
合
』
の
 
「
遥
見
山
花
」
 
 

の
二
番
左
に
、
阿
園
梨
泰
覚
の
詠
と
し
て
、
初
句
「
白
雲
に
」
の
形
で
、
こ
の
歌
が
載
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
『
三
井
寺
新
羅
社
歌
 
 

合
』
は
、
五
題
の
歌
合
だ
が
、
「
故
郷
郭
公
」
「
談
合
友
恋
」
の
泰
覚
歌
も
季
経
の
代
作
で
あ
る
こ
と
が
、
『
季
経
入
道
集
』
で
確
観
で
 
 

き
る
。
こ
う
な
る
と
、
残
る
「
湖
上
月
」
「
野
宿
雪
」
二
題
も
そ
の
可
能
性
が
強
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
「
白
雲
に
」
の
歌
は
、
季
 
 

経
が
泰
覚
の
為
に
文
字
通
り
代
作
し
た
歌
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
で
は
、
実
際
に
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
季
経
の
歌
 
 

と
し
て
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

要
す
る
に
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
は
、
「
人
に
か
は
り
て
」
等
の
詞
書
を
付
し
て
、
他
人
の
為
に
代
作
し
た
歌
や
仮
構
と
し
て
 
 

の
代
作
の
歌
を
、
実
際
に
詠
ん
だ
当
人
の
歌
と
し
て
収
め
る
の
で
あ
り
、
撰
歌
の
資
料
で
代
作
が
明
ら
か
な
歌
で
あ
っ
て
も
、
詠
ん
 
 

だ
人
の
歌
と
し
て
載
せ
る
、
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

白
川
の
う
た
よ
み
ど
も
、
う
た
あ
は
せ
は
べ
り
し
に
、
ひ
と
に
か
は
り
て
 
 

二
番
 
左
 
 

六
番
 
左
 
 

三
井
寺
歌
合
に
、
遠
見
山
花
と
い
ふ
題
を
、
人
に
か
は
り
て
 
 

女
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
 
 

八
 
は
か
な
く
も
釆
ん
世
を
か
ね
て
契
哉
二
度
お
な
じ
身
と
も
な
ら
じ
を
 
 
 

左
大
将
実
売
卿
 
 

季
経
朝
臣
 
 

（
一
一
一
覧
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（
四
）
 
 

「
何
故
か
」
の
歌
は
、
西
行
詠
か
、
経
盛
詠
か
、
そ
の
検
討
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
検
討
に
は
、
『
山
家
集
』
以
来
 
－
 
 

と
は
l
亨
え
『
山
家
集
』
 
の
成
立
そ
の
も
の
が
確
実
な
と
こ
ろ
は
不
明
な
の
だ
が
 
ー
 
西
行
詠
と
さ
れ
て
き
た
こ
の
歌
を
、
存
疑
歌
と
 
 

す
る
契
機
に
な
っ
た
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
証
軌
価
値
の
吟
味
が
必
須
の
手
続
き
で
あ
る
。
証
拠
価
値
と
い
っ
て
も
、
先
に
整
 
 

理
し
た
成
立
年
代
や
撰
者
と
い
っ
た
資
料
価
値
の
問
題
で
ほ
な
く
、
こ
こ
で
は
、
詠
老
認
定
と
い
う
考
証
の
為
の
証
拠
と
し
て
の
価
 
 

値
の
謂
で
、
具
体
的
に
は
、
こ
の
書
の
詠
老
の
正
確
度
と
い
う
面
で
あ
る
。
 
 
 

ま
ず
、
問
題
の
「
何
故
か
」
の
歌
が
載
る
四
番
左
経
盛
歌
前
掲
十
首
に
つ
い
て
、
他
文
献
に
依
り
、
隆
盛
詠
で
あ
る
か
否
か
を
、
 
 

吟
味
検
討
し
て
み
た
い
。
 
 
 

確
か
に
、
六
家
集
本
系
『
山
家
集
』
に
限
っ
て
も
、
「
人
に
代
り
て
」
と
い
う
歌
が
三
十
六
首
あ
り
、
西
行
が
人
の
為
に
代
作
す
る
 
6
8
 
 

こ
と
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
が
、
そ
の
事
実
は
、
『
治
承
≡
十
六
人
歌
合
』
の
経
盛
歌
八
首
目
が
西
行
の
代
作
か
も
知
れ
な
い
 
 

と
い
う
こ
と
に
は
、
直
ち
に
は
繋
が
ら
な
い
。
こ
の
歌
合
ほ
、
実
際
の
代
作
・
仮
構
と
し
て
の
代
作
を
問
わ
ず
、
歌
は
詠
老
当
人
の
 
 

歌
と
し
て
載
せ
る
、
と
い
う
方
針
を
貫
い
て
い
る
の
だ
か
ら
。
こ
の
方
針
が
貫
か
れ
た
こ
の
歌
合
で
あ
る
か
ら
、
「
何
せ
ん
に
」
の
歌
 
 

を
撰
ぶ
に
当
り
、
こ
れ
が
西
行
の
代
作
で
あ
る
の
な
ら
、
四
番
左
の
経
盛
歌
の
中
に
で
は
な
く
、
九
番
右
の
西
行
歌
の
中
に
収
め
た
 
 

は
ず
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

谷
山
氏
が
、
問
題
の
歌
を
、
「
あ
る
い
は
経
盛
の
た
め
に
代
作
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
言
わ
れ
た
西
行
代
作
の
可
能
性
は
、
 
 

『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
内
部
徴
証
か
ら
、
考
え
な
く
と
も
よ
い
と
l
亨
え
る
。
「
偶
然
の
類
似
」
の
方
は
ひ
と
ま
ず
別
と
し
て
、
氏
 
 

が
、
問
題
の
歌
を
「
今
し
ば
ら
く
存
疑
の
歌
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
の
は
、
極
め
て
貴
重
な
御
発
言
な
の
で
あ
る
。
本
稿
 
 

の
題
に
「
存
疑
」
の
語
を
借
用
し
た
所
以
で
あ
る
。
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い
ま
「
他
文
献
に
依
り
」
と
述
べ
た
の
ほ
、
外
部
徴
証
に
依
り
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
首
の
歌
の
詠
老
認
定
に
 
 

（
2
2
）
 
 

は
、
外
部
徴
証
各
々
に
、
つ
ま
り
各
文
献
に
、
証
拠
価
値
の
高
低
が
あ
る
。
当
面
の
問
題
の
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
所
載
歌
の
詠
 
 

老
認
定
に
ほ
、
歌
会
・
歌
合
等
が
証
拠
価
値
は
高
い
。
次
ほ
、
自
摂
家
集
。
同
時
代
他
歌
人
の
自
撰
家
集
の
記
述
も
、
価
値
は
高
 
 

い
。
他
摂
家
集
・
私
撰
集
・
勅
撰
療
は
、
証
拠
能
刀
が
あ
る
こ
と
ほ
間
違
い
な
い
が
、
各
々
の
集
の
目
的
に
依
り
、
ま
た
撰
集
の
時
 
 

間
的
離
れ
に
依
り
、
証
拠
価
値
の
高
低
を
識
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
勅
撰
集
で
あ
っ
て
も
、
時
代
の
隔
っ
た
も
の
、
杜
撰
な
 
 

写
本
に
は
、
証
拠
価
値
の
低
い
場
合
が
あ
り
、
私
撰
集
で
あ
っ
て
も
、
同
時
代
の
撰
で
権
威
あ
る
撰
者
に
依
る
寺
社
へ
の
奉
納
の
集
 
 

と
い
っ
た
場
合
、
証
拠
価
値
は
極
め
て
高
い
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
 
 
 

以
下
、
外
部
徴
証
に
依
っ
て
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
 
の
経
盛
十
首
の
詠
者
確
認
を
試
み
る
訳
だ
が
、
外
部
徴
証
と
す
る
文
献
 
 

そ
れ
ぞ
れ
に
、
以
上
の
ご
と
き
価
値
の
高
低
が
あ
る
こ
と
を
、
認
識
し
て
お
く
。
 
 

調
査
ほ
、
歌
合
・
歌
会
ほ
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
『
群
書
類
従
』
等
に
依
り
完
蕃
の
在
る
も
の
、
私
家
集
ほ
『
私
家
集
大
成
』
、
私
 
 

撰
集
は
『
群
書
類
従
』
等
公
刊
の
あ
る
も
の
、
勅
撰
集
は
と
り
あ
え
ず
『
国
歌
大
観
』
所
収
の
本
文
に
、
そ
れ
ぞ
れ
依
る
こ
と
と
す
 
 

る
。
 
 
 

次
に
掲
げ
る
表
が
、
如
上
の
手
続
き
で
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
 
の
経
盛
十
首
に
つ
い
て
詠
老
確
認
を
試
み
た
結
果
で
あ
る
。
 
 

（
コ
｝
 
 

完
本
の
在
る
歌
合
に
依
り
一
・
四
・
五
の
≡
首
が
経
盛
詠
と
確
認
で
き
、
次
に
、
い
わ
ゆ
る
寿
永
盲
首
の
一
つ
と
見
て
よ
い
 
『
経
盛
 
 

卿
家
集
』
に
依
り
二
と
七
も
隆
盛
詠
と
確
認
で
き
る
。
私
撰
集
・
勅
撰
集
に
載
る
歌
は
、
歌
合
と
私
家
集
で
確
認
で
き
た
以
上
五
首
 
 

と
ほ
ぼ
重
な
る
。
尤
も
、
六
ほ
、
『
千
載
集
』
入
集
歌
だ
が
、
「
読
人
不
知
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
歌
に
関
し
て
は
『
千
載
集
』
は
 
 

証
拠
能
力
が
全
く
無
い
。
三
ほ
、
勅
壊
集
に
な
り
そ
こ
ね
た
『
続
詞
花
集
』
で
確
認
で
き
る
。
 
 
 

残
る
九
・
一
〇
の
二
首
ほ
、
管
見
に
入
っ
た
文
献
で
は
、
経
盛
詠
と
い
う
証
拠
が
無
い
。
尤
も
、
別
人
詠
と
い
う
証
拠
も
無
い
。
 
 

詠
老
認
定
に
関
わ
る
証
拠
が
皆
無
な
の
で
あ
る
。
今
後
も
調
査
を
続
け
る
所
存
で
ほ
あ
る
が
。
 
 
 

問
題
の
八
「
何
せ
ん
に
」
の
歌
は
、
外
部
徴
証
で
は
、
経
盛
詠
と
い
う
確
認
が
取
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
本
稿
の
冒
頭
に
示
し
た
よ
 
8
9
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注
 
＊
印
を
施
し
た
「
八
」
が
、
本
稿
で
問
題
の
 
「
何
せ
ん
に
」
の
歌
で
あ
る
。
 
 

う
に
、
西
行
詠
と
す
る
外
部
徴
証
の
方
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 
 

い
ま
少
し
詳
し
く
見
る
と
、
こ
の
歌
は
、
証
拠
価
値
の
最
も
高
い
歌
合
等
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
『
山
家
集
』
等
の
西
行
家
集
、
 
 

（
封
）
 
 

「
宝
治
二
年
夏
頃
撰
定
了
、
暮
秋
被
添
削
也
」
と
い
う
奥
書
に
依
れ
は
一
二
四
八
年
の
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
か
ら
七
十
年
捏
後
 
 

に
成
っ
た
『
万
代
集
』
、
後
嵯
峨
院
の
命
で
為
家
等
が
撰
集
に
あ
た
り
文
永
二
年
（
歪
）
に
成
っ
た
『
続
古
今
集
』
と
い
っ
た
具
合
 
 

に
、
か
な
り
素
性
の
良
い
文
献
が
西
行
詠
と
す
る
。
こ
う
な
る
と
、
『
冷
房
≡
十
六
人
歌
合
』
 
が
経
盛
歌
と
す
る
の
を
誤
り
と
す
る
 
 

か
、
初
句
「
何
故
か
」
「
何
せ
ん
に
」
の
異
文
を
以
て
別
歌
と
授
う
か
、
偶
然
の
嬢
似
と
見
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
 
 

と
に
か
く
、
問
題
の
歌
を
経
盛
詠
と
す
る
直
接
証
拠
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
み
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
 
 

そ
の
歌
合
の
経
盛
十
首
で
さ
え
、
現
在
の
資
料
条
件
で
ほ
、
経
盛
詠
と
確
認
で
き
な
い
歌
が
三
首
も
あ
る
訳
で
、
問
題
の
歌
を
経
盛
 
 

詠
と
す
る
為
の
状
況
証
拠
と
す
る
に
し
て
も
、
先
の
調
査
結
果
は
こ
の
ま
ま
で
は
有
効
性
が
高
く
は
な
い
。
尤
も
、
西
行
詠
と
証
明
 
 
 

「
治
孝
二
十
六
人
歌
合
J
四
番
左
 
経
盛
歌
十
首
 
 他
文
献
所
収
一
児
 
 

7（〉  
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す
る
為
の
価
値
の
高
い
証
拠
も
、
無
い
訳
だ
が
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
西
行
歌
の
方
は
、
確
か
に
西
行
詠
な
の
か
、
西
行
家
集
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
か
、
こ
の
 
 

方
面
で
の
検
討
が
、
経
盛
十
首
の
中
の
西
行
詠
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
、
こ
の
間
題
の
歌
の
検
討
の
為
に
、
ま
た
こ
の
歌
合
の
西
行
 
 

歌
に
関
す
る
詠
老
認
定
の
為
の
評
地
価
値
の
認
識
の
而
で
も
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
ほ
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
試
み
た
、
 
 

経
盛
の
場
合
と
同
様
の
調
香
の
結
果
が
、
次
に
掲
げ
る
表
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
表
で
判
る
よ
う
に
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
西
行
十
首
の
内
、
五
首
は
、
証
拠
価
値
の
高
い
両
河
歌
合
に
載
る
。
『
聞
書
 
 

「
治
恵
三
十
六
人
歌
合
」
九
番
右
 
西
行
歌
十
首
 
地
文
献
所
収
一
覧
 
 

注
 
「
両
河
歌
合
」
の
内
、
「
御
」
ほ
「
御
裳
濯
河
歌
合
」
、
「
官
」
ほ
「
官
河
取
合
」
。
「
別
本
」
は
、
九
五
〇
～
九
五
入
の
巻
頭
遊
紙
の
追
加
歌
 
 

を
「
遊
紙
」
、
九
二
五
～
九
四
九
の
巻
末
追
加
歌
を
「
追
加
」
と
す
る
。
 
 

71   
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1
 
集
』
『
残
集
』
の
歌
は
一
首
も
無
い
と
い
う
事
実
は
、
両
書
の
証
拠
価
値
が
高
い
と
い
う
点
も
あ
っ
て
、
興
味
あ
る
こ
と
だ
が
、
当
面
 
 
 

の
問
題
を
外
れ
る
為
、
言
及
せ
ず
に
お
く
。
残
る
五
首
を
含
め
、
こ
の
歌
合
に
載
る
西
行
歌
十
首
は
、
全
て
、
『
山
家
集
』
と
『
西
行
 
 
 

上
人
集
』
に
載
る
。
こ
の
事
実
は
注
目
し
て
よ
い
。
『
山
家
心
中
集
』
『
別
本
山
家
集
』
に
は
載
ら
な
い
歌
が
あ
る
。
が
、
と
に
か
く
、
 
 

こ
の
西
行
歌
十
首
は
、
両
河
歌
合
で
確
認
で
き
る
五
首
を
始
め
、
諸
家
集
で
確
認
で
き
る
歌
ほ
か
り
で
あ
る
。
私
撰
集
・
勅
撰
集
が
 
 

傍
証
と
な
る
歌
も
多
い
。
 
 
 

難
点
は
、
経
盛
十
首
中
の
八
首
目
の
問
題
の
歌
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
な
の
だ
が
、
『
山
家
集
』
等
の
西
行
家
集
は
自
撰
で
あ
る
 
 

と
い
う
保
証
が
無
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
実
は
、
そ
の
『
山
家
集
』
等
に
は
自
撰
の
保
証
が
無
い
と
い
う
点
が
、
本
稿
の
着
眼
点
の
 
 

一
つ
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
後
に
言
及
す
る
と
し
て
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
所
載
西
行
歌
十
首
は
、
少
々
難
点
は
残
る
が
、
お
お
む
 
 

ね
西
行
詠
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

問
題
の
「
何
故
か
」
の
歌
の
場
合
に
比
べ
て
、
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
西
行
歌
十
首
ほ
全
て
『
山
家
集
』
と
『
西
行
上
人
集
』
 
 

双
方
に
載
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
問
題
の
歌
の
場
合
、
『
山
家
集
』
に
は
載
る
が
、
『
西
行
上
人
集
』
に
は
載
ら
ず
、
李
花
亭
文
庫
 
 

蔵
本
の
 
「
追
加
」
 
に
付
載
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
問
題
の
歌
の
詠
者
を
考
え
る
一
つ
の
錘
に
な
り
そ
う
で
、
ま
 
 

た
、
『
山
家
集
』
と
『
西
行
上
人
集
』
の
形
成
の
差
異
を
考
え
る
錘
に
も
な
ろ
う
。
 
 
 

と
に
か
く
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
 
の
西
行
十
首
は
、
両
河
歌
合
で
確
認
で
き
る
歌
以
下
、
西
行
家
集
に
載
る
歌
は
か
り
で
あ
 
 

る
。
歌
合
等
の
証
枇
価
値
の
高
い
外
部
徴
証
で
は
確
認
で
き
な
い
歌
も
あ
る
が
、
全
て
、
西
行
詠
と
見
て
よ
い
。
そ
う
し
て
、
こ
の
 
 

歌
合
が
撰
歌
の
際
に
唯
一
つ
の
資
料
か
ら
十
首
を
撰
ん
だ
の
な
ら
、
そ
れ
は
、
『
山
家
集
』
か
 
『
西
行
上
人
集
』
 
に
連
な
る
資
料
ら
 
 

し
い
、
と
い
う
こ
と
も
見
え
て
き
た
。
尤
も
、
経
盛
歌
十
首
な
ど
は
、
現
在
の
資
料
集
件
で
は
、
唯
一
つ
の
資
料
で
全
て
の
歌
が
確
 
 

認
で
き
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
複
数
の
瞥
料
に
依
る
撰
歌
と
も
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
西
行
歌
十
首
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
考
え
 
 

る
方
が
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
。
 
 

「
何
故
か
」
の
歌
の
詠
老
認
定
の
為
に
、
そ
の
歌
に
関
わ
る
経
盛
・
西
行
の
 
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
所
収
歌
に
つ
い
て
、
外
部
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着
 
 

井
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（
五
）
 
 

前
節
に
お
い
て
、
「
何
故
か
」
の
歌
の
詠
老
親
定
の
為
に
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
証
拠
価
値
の
吟
味
と
し
て
、
こ
の
歌
合
の
 
 

経
盛
・
西
行
両
人
の
歌
を
他
文
献
に
依
っ
て
吟
味
し
た
。
が
、
問
題
の
歌
を
経
盛
詠
と
す
る
外
部
徴
証
は
見
出
せ
ず
、
ま
た
、
西
行
 
 

詠
と
す
る
証
明
も
尽
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
歌
合
の
詠
老
の
証
拠
価
値
の
吟
味
の
為
に
、
所
載
の
全
歌
（
二
番
右
の
宰
相
入
 
 

道
観
蓮
の
歌
は
、
現
存
諸
本
で
は
八
首
の
み
）
都
合
三
五
入
首
の
内
、
検
討
ず
み
の
経
盛
・
西
行
歌
各
十
首
を
除
く
残
り
≡
二
八
首
 
 

の
詠
老
の
正
確
度
に
つ
い
て
、
諸
文
献
に
依
り
吟
味
す
る
。
 
 

そ
の
調
査
の
結
果
得
ら
れ
る
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
所
載
歌
の
他
文
献
所
収
状
況
と
詠
老
調
べ
が
、
次
に
掲
げ
る
表
で
あ
る
。
 
 

本
来
な
ら
ば
、
歌
番
号
も
し
く
は
巻
・
部
立
名
を
示
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
本
稿
に
お
け
る
こ
の
裏
は
詠
老
 
 

確
認
が
目
的
で
も
あ
り
、
省
略
す
る
。
他
文
献
で
こ
の
歌
合
と
は
詠
老
を
異
に
す
る
歌
は
、
後
に
検
討
す
る
本
節
の
重
大
な
材
料
で
 
 

あ
り
、
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
す
。
 
 
 

現
時
点
で
は
、
調
査
が
未
完
了
で
、
ま
だ
中
間
報
告
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
経
盛
・
西
行
を
含
め
て
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
 
 

三
五
八
首
中
の
二
八
三
首
、
七
割
九
分
の
歌
に
つ
い
て
、
証
拠
価
値
に
高
低
は
あ
る
が
、
何
ら
か
の
外
部
徴
証
に
依
っ
て
、
詠
老
が
 
7
3
 
 
 

徴
証
に
依
り
、
吟
味
し
た
。
そ
の
結
果
、
経
盛
歌
は
六
首
の
み
が
経
盛
詠
と
い
う
確
認
が
取
れ
、
残
り
は
現
在
の
資
料
条
件
で
は
確
 
 

認
が
取
れ
ず
、
一
方
、
西
行
歌
ほ
そ
の
全
て
が
西
行
詠
と
見
て
よ
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
吟
味
で
き
た
。
し
か
し
、
問
題
の
歌
は
、
 
 

依
然
と
し
て
存
疑
の
ま
ま
で
あ
る
。
外
部
徴
証
に
依
れ
は
西
行
詠
と
な
り
か
ね
な
い
が
、
必
ず
し
も
証
拠
価
値
の
高
い
外
部
徴
証
と
 
 

ほ
言
え
ず
、
西
行
詠
と
い
う
こ
と
が
十
分
証
明
で
き
る
訳
で
は
な
い
。
も
し
こ
れ
が
西
行
詠
で
あ
る
の
な
ら
、
西
行
歌
十
首
を
正
し
 
 

く
撰
ん
で
い
る
こ
の
歌
合
が
、
何
故
に
こ
の
一
首
の
み
を
経
盛
歌
と
し
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
か
 
 

ら
。
 
 



r山家集」所載西行歌一首存疑u  

「
治
孝
二
十
六
人
歌
合
」
所
収
歌
 
他
文
献
所
載
一
覧
 
 

寡
応
元
宇
治
 
 
 

別
業
和
歌
 
 

永
暦
元
清
席
 
 
フ
削
釦
着
手
清
輔
朝
臣
集
 
 

清
輔
朝
臣
集
 
 

清
掃
朝
臣
集
 
 

久
安
官
首
 
清
輪
朝
臣
桑
 
 

津
輔
朝
臣
集
 
 

林
下
条
 
歌
仙
落
書
 
 

林
下
集
 
 

林
下
集
 
 

林
下
集
 
 
歌
仙
落
書
 
 

林
下
集
 
 
歌
仙
落
書
 
 

林
下
条
 
 

歌
仙
落
書
 
 

清
輔
朝
臣
集
撰
歌
 
 

清
輔
朝
臣
集
 
歌
仙
落
書
 
 

清
輔
朝
臣
桑
 
 

津
輔
朝
臣
集
 
歌
仙
落
書
 
 

清
輔
朝
臣
集
 
歌
仙
落
首
 
 

歌
仙
落
書
 
万
代
 
 

歌
仙
落
毒
 
雫
案
 
文
玉
 
 

今
蟻
 
 

雲
葉
 
 

万
代
 
 玄

玉
 
 千 新 千  

載 勅 裁   揆  
庶 新 鏡  
台 舌 古 今 今 今  

新 斬 新 続 千  
古 古 拾 拾 載  
今 今 週 遺  

宰相入道観蓮（教長）   二 右  皇太后官大夫入道（変成）  

十
二
露
柩
十
番
 
 

（
但
、
四
番
左
経
盛
と
九
番
右
西
行
は
、
既
掲
の
為
、
除
く
）
 
 

長
秋
詠
藻
 
 

久
安
百
首
 
長
秋
詠
藻
 
 

久
安
盲
首
 
長
秋
詠
藻
 
 

久
安
首
肯
 
長
秋
詠
誌
 
 

久
安
百
首
 
長
秋
詠
藻
 
 

三
純
綿
十
番
長
秋
詠
藻
 
 

久
誓
首
 
ご
一
誓
十
番
 
 

久
安
百
首
 
長
秋
詠
藻
 
 

重
家
集
 
 

久
安
百
首
 
前
参
議
教
長
卿
集
 
 

久
安
青
首
 
前
参
議
教
長
卿
集
 
 

前
参
議
教
長
期
集
 
 

前
参
議
教
長
府
集
 
 

前
参
議
教
長
卿
集
 
 

前
参
議
教
長
押
集
 
 

看
㌣
有
本
で
は
八
首
の
み
）
 
 
 

前
参
議
教
長
府
集
 
 

長
秋
詠
藻
 
今
凍
 
 

蹟
詞
花
 
銃
後
撰
 
 

玄
玉
 
綬
詞
花
 
新
勒
捜
 
 

歌
仙
落
書
 
文
王
 
悪
業
 
新
後
撰
 
 

続
詞
花
 
千
載
 
 

歌
仙
落
書
 
 

千
哉
 
 

歌
仙
落
書
 
 
続
詞
花
 
千
取
 
 

落
春
雲
費
玄
玉
検
討
 
耗
古
今
 
 
 

長
秩
詠
藻
 
歌
仙
落
雷
 
鏡
台
今
 
 

続
詞
花
 
新
後
綾
 
 

歌
仙
落
書
 
 

新
千
載
 
 

新
鏡
台
今
 
 



犬 井 草 寿  

顕 輔 朝 臣  五 左   中 納 言 成 範 卿   三 左   

十 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー  十 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー   

仁   仁  
歌安  歌安   
合二合二  

今  
鏡  

経経  
盛盛  宝  

物  
刑刑刑刑刑刑刑刑刑刑  集  
郡部部部部部部部部部  
胸掴卿脚卿卿胸卿殉卿  平   
較 較 税 額 板 頼 頼 顔 板 宿   
集 集 集 魚 集 集 集 集 集 集   

治   
月   

男   百日 集  

集  今  
操  

続競  
詞 詞  

雲  
稟   炭  続   

万     代  

花 花  玄   茅司  
玉  花  

新  新  
玄   冒司 雲  

新統千  
統競新千 千  

統  続   
拾  古   

今 今 今  今 今   今   
法 印 静 貿  四 右   別当入道寂借（惟方） 三 石   

十 九 八 七 六 五 四 三 二 一  十 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー   
別 三   三 三  
宵 百  
社六  官 百   古   

今  
鏡  

歌十 十十  
合番  

十  番番 番  
十   
訓   

三 合  食 合   合   長   葉 栗 抄 大 栗 葉 栗  粟   
百  秋   田 田 ・鍋 田 田 田   田   

詠   
十  藻  ロ 口 舌 氏 ロ ロ 日   日  
番   

当 当 著 書 当 当 当  当   
月 月   月 月   A  日日 百日   戸F 細   入 入 間 所 入 入 入   入                 道 道 集 収 道 道 道  道   

集集・寂集集集 集   
平然  

支  
玉   

風   
万 治集    代   ） 断  

雅   統   
簡   

読  
詞  

詞   
詞  

花  花  
新  
統  千  

千  
宝前千   風   

古  載  葉 音 載  雅   
今   今  



「山家集」所載西行歌一首存炭山  

臣
 
 
 

朝
 
 

信
 
 

隆
 
 

茅
応
二
乗
国
 
 
 

歌
合
 
 

三
井
寺
新
法
社
歌
合
 
季
隆
入
道
集
 
 

季
騒
人
道
集
 
 

季
経
入
道
集
 
 

三
召
六
十
者
歌
合
 
 
 
疑
従
本
 
 

御
所
本
 
類
従
本
 
 

御
所
本
 
類
従
本
 
 

三
盲
六
十
番
 
 
 

歌
合
 
 

三
盲
六
十
香
 
 
 

取
合
 
 

季
経
入
道
集
 
 

今
煉
 
炭
詞
花
 
 

季
経
入
道
集
 
 

季
盗
入
道
集
 
 

季
経
入
道
集
 
月
詣
集
 
 後

彙
 
 

隆
信
集
御
所
本
 
 

御
所
本
 
類
従
本
 
 

御
所
本
 
類
従
本
 
 

御
所
木
 
蝋
従
本
 
 

御
所
本
 
類
従
本
 
 

御
所
本
 
県
従
本
 
 

御
所
本
 
税
従
本
 
 

類
従
本
 
歌
仙
落
書
 
 
 

月
詣
集
 
 
 

歌
仙
落
書
 
今
撰
 
 

今
採
 
 

歌
仙
落
書
 
真
玉
 
 

玄
王
 
統
詞
花
 
 

歌
仙
落
書
 
玄
玉
 
 

雲
葉
 
 

玉
葉
 
 

沙 弥 寂 念（為業）  寂  超 （為縁）  

十 九 八 七 六 五  
木
工
権
威
為
忠
言
首
 
 

歌
仙
清
音
 
後
葉
 
今
撰
 
真
玉
 
 

歌
仙
落
書
 
 

鹿
詞
花
 
 

月
論
集
 
今
挟
 
統
詞
花
 
 

万
代
 
 

玄 玄 後  
玉 玉 葉  今

操
 
 

続
詞
花
 
新
千
載
 
 
 



犬 井 善 幸  

任
寺
社
歌
合
 
 

祝
部
成
仲
集
 
 

祝
部
成
仲
集
 
 

祝
部
成
仲
集
 
 

祝
部
成
仲
集
 
 

祝
部
成
仲
集
 
 

祝
部
成
伸
集
 
 

祝
郡
成
仲
集
 
 

平
家
物
語
 
文
玉
 
 

月
詣
集
 
雲
葉
 
 

枕
詞
花
 
千
載
 
 

月
詣
集
 
 

今
撰
 
 

読
詞
花
 
風
雅
 
 

千
載
 
 

詞
花
 
 

月
詣
集
 
万
代
 
 

月
詣
集
 
 

新
拾
遺
 
 

続
詞
花
 
風
雅
 
 

月
詣
集
 
 

新
後
拾
遺
 
 

千
載
 
 
掛
 
 

儀
 
 
 

国
 
 

道
 
 

寂   然 （転業）  

永
暦
元
清
輔
歌
合
 
 

安
元
元
兼
実
取
合
 
 
 

永
麿
元
清
輔
歌
合
 
 

唯
心
房
集
 
寂
然
法
師
集
 
月
詣
集
 
今
撰
 
枕
詞
花
 
 

唯
心
房
集
 
 

重
宝
 
 

唯
心
房
集
 
 
歌
仙
落
書
 
 

歌
仙
落
書
 
万
代
 
文
王
 
 

寂
然
法
師
集
 
歌
仙
落
書
 
万
代
 
 

唯
心
房
集
 
寂
然
法
師
集
 
歌
仙
落
書
 
玄
玉
 
 

歌
仙
落
書
 
 

歌
仙
落
書
 
 
 

歌
仙
落
書
 
今
挟
 
 

万
代
 
琵
詞
花
 
 

枕
詞
花
 
 

玄
玉
 
 

雲
薫
 
 
 

新
緩
古
今
 
 
 

新
拾
遺
 
 

競
拾
遺
 
 

千
載
 
 

千
載
 
 

新
古
今
 
 

新
古
今
 
 

新
吉
今
 
 

風
雅
 
 

77   



r山家集」所載西行歌一首存疑u  

経 正 朝 臣  十一左  有 房 朝 臣  

十 九 入 七 六 五四  十 九 人 七  

有
房
中
将
集
 
 

有
房
中
将
集
 
 

有
一
房
中
将
集
 
 

有
房
中
将
集
 
 

有
房
中
将
集
 
 

有
房
中
将
集
 
 

有
房
中
将
集
 
 

仁
安
二
経
盛
歌
含
 
 

有
房
中
将
集
 
 

有
房
中
将
集
 
 右

房
集
 
真
玉
 
 

右
房
集
 
 

有
房
集
 
 今

挟
 
 

有
房
集
 
 

有
房
集
 
 

有
房
集
 
 

有
房
集
 
 

宥
房
集
 
 

有
房
集
 
 

嘉
応
二
実
国
歌
合
 
 

嘉
応
二
粟
国
歌
合
 
 
 

永
暦
元
清
輔
歌
合
 
 

永
暦
元
清
輔
 
 
 

取
合
 
 

久
安
五
家
成
歌
合
 
 

永
暦
元
清
輔
歌
合
 
 

御
裳
濯
和
歌
集
 
 

御
裳
濯
和
歌
集
 
 

御
裳
潅
和
歌
集
 
 

御
裳
濯
和
歌
集
 
 
 

支
玉
 
薪
古
今
異
本
 
 



犬 井 草 畜  144  

盛 方 朝 臣  十三左   経 家 朝 臣  十二左   

十 九 八 七 六 五 四 三 二 一  十 九 入 七 六 五 四 三 ニ ー   

歌喜  
合六  
十  
番  
経経経経経経経経経  
家豪家家家家家家家  
胸卿卿卿卿卿卿卿卿  
集集集集集集集集集  

月  

集   

玄   
玉  

万 代  

新 古  
綿 千  
古  載  

今  凹   
覚  盛  十三右   祐  盛  十二右   

十 九 八 七 六 五 四 三 二 ‾  十九入七六五四三二一  
永三  
暦百 
元六 百 六  
清十 
輔番 
歌歌 

十 番  
歌  

合合 合  

零  
菓  

競読  
古書  
今今   
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息 度 朝  

十
す
葺
警
平
喜
集
月
詣
集
 
 

仁
安
元
重
家
 
 
 

歌
合
 
 

三
百
六
十
重
 
 

歌
合
 
 

三
百
六
十
番
 
 
 

歌
合
 
 

永
暦
元
清
輔
 
 
 

歌
合
 
 

源
師
光
集
追
加
 
 

仁
安
元
重
家
歌
合
 
 

三
百
六
十
春
歌
合
 
 

歌
仙
落
書
 
玄
玉
 
 

平
忠
度
集
 
 

平
息
度
集
 
 

平
忠
度
集
 
月
詣
集
 
 

平
患
度
集
 
 

平
患
度
集
 
 

平
息
虔
集
 
 

平
忠
度
奥
 
 

平
息
度
集
 
 
 

平
忠
度
集
月
詣
集
風
体
抄
平
家
物
語
千
載
 
 

源
廓
光
集
 
 

源
師
光
集
 
 

源
師
光
集
 
 

源
師
光
集
 
 

源
師
光
築
 
 

三
石
六
十
香
取
合
 
漁
師
光
集
 
 

万
代
 
 

万
代
 
 
 

読
後
廉
 
 

新
枕
古
今
 
 

新
拾
遺
 
 

千
載
 
 
 

嘉
応
二
乗
国
 
 
 

歌
合
 
 

三
石
六
十
番
歌
合
 
 

三
富
六
十
番
歌
合
 
 

寂
達
家
之
集
 
 

寂
蓮
家
之
集
 
歌
仙
落
書
 
 

寂
達
家
之
集
 
 

寂
達
家
之
集
 
 

寂
蓮
家
之
集
 
寂
蓮
集
 
 

寂
達
家
之
集
 
 寂

蓬
集
（
入
勅
撰
歌
）
 
 
続
拾
遺
 
 

歌
仙
落
書
 
 

宝
物
集
 
競
詞
花
 
千
載
 
 
 

万
代
 
 
 

今
撰
 
蘇
詞
花
 
王
菓
 
 

今
度
 
 

今
撰
 
 
 

玄
玉
 
 

月
詣
煮
 
 
干
載
 
 

千
載
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確
認
で
き
る
。
外
部
徴
証
の
無
い
残
り
の
二
割
一
分
の
方
が
問
題
だ
、
と
も
言
え
る
。
た
だ
、
現
今
で
は
私
家
集
の
伝
わ
ら
な
い
歌
 
 

人
が
、
成
範
・
静
賢
・
寂
念
・
寂
恕
・
仲
綱
・
道
困
・
空
仁
・
行
念
・
祐
盛
・
盛
方
・
覚
盛
・
巌
昭
と
、
三
十
六
人
中
十
二
人
に
も
 
 

上
る
訳
で
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
歌
人
に
未
確
認
歌
が
多
い
。
因
み
に
、
そ
の
数
は
五
六
首
、
全
歌
の
一
割
六
分
、
未
確
認
歌
の
七
 
 

割
五
分
近
く
を
占
め
て
い
る
。
と
に
か
く
、
私
家
集
の
現
存
し
な
い
歌
人
が
三
分
の
一
に
上
る
と
い
う
現
在
の
資
料
集
件
を
考
慮
す
 
 

る
と
、
『
治
産
三
十
六
人
歌
合
』
所
寮
歌
の
九
割
以
上
の
歌
の
詠
老
が
確
認
で
き
た
、
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

詠
老
認
定
の
為
の
証
拠
価
値
の
高
い
順
に
確
認
の
状
況
を
整
理
す
る
と
、
歌
合
・
歌
会
で
確
認
で
き
る
歌
六
九
首
（
一
割
九
分
）
 
 

私
家
集
・
別
人
私
家
集
で
前
条
の
確
認
を
補
う
も
の
一
四
八
首
（
四
割
一
分
）
、
勅
撰
集
で
前
二
者
を
補
う
も
聖
二
七
－
且
（
一
部
一
 
 

分
）
、
私
撰
集
で
以
上
を
補
う
も
の
二
九
首
（
八
分
）
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
証
拠
価
値
の
高
い
外
部
徴
証
で
確
認
 
 

で
き
る
歌
は
か
り
で
は
な
い
。
が
、
こ
の
表
で
も
判
る
よ
う
に
、
複
数
の
証
拠
が
存
在
す
る
歌
も
多
い
。
詠
老
認
定
の
為
の
直
接
証
 
 

拠
が
多
い
と
い
う
訳
で
、
傍
証
と
い
う
扱
い
に
は
な
ろ
う
が
、
証
地
が
単
独
で
あ
る
よ
り
は
、
確
実
虔
が
高
ま
る
と
は
言
え
よ
う
。
 
 
 

源三位頼政朝 臣   十八左  

十 九 人 七 六 五 四 三  
茅
応
二
乗
国
 
 
 

歌
合
 
 

頼
政
集
 
平
家
物
畠
 
 

頼
政
集
 
 

頼
政
集
 
真
玉
 
 

頼
政
集
 
歌
仙
落
書
 
 

軒
政
集
 
 

重
家
集
詞
書
 
頼
政
集
 
歌
仙
落
書
 
 

新
政
集
 
歌
仙
落
雷
 
 

顔
政
集
 
 

頼
政
集
 
歌
仙
落
書
 
 

新
政
集
 
 

今
揆
 
 

節
詞
花
 
平
家
物
語
 
千
載
 
 

今
採
 
歳
詞
花
 
風
雅
 
 

続
詞
花
 
千
載
 
 

千
載
 
 

鏡
台
今
 
 

寂
 
 

産
 
 

道
 
 

入
 
 

弐
 
 

大
 
 

王
家
集
 
歌
仙
落
書
立
玉
 
 

重
家
集
 
 

重
家
集
 
 

安
元
元
素
実
歌
含
 
量
家
集
 
 

重
家
集
 
 

重
家
集
 
歌
仙
落
書
 
 

重
家
集
 
歌
仙
落
書
 
 

重
家
集
 
歌
仙
落
書
 
玄
玉
 
 

生
家
集
 
歌
仙
落
書
 
 

清
輔
集
 
 

綻
詞
花
 
風
雅
 
 

千
載
 
 

風
雅
 
 

風
雅
 
 

競
詞
花
 
新
拾
遺
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以
上
の
ご
と
く
、
お
お
む
ね
証
拠
価
値
の
高
い
外
部
徴
証
に
依
り
、
『
治
承
l
ニ
十
六
人
歌
合
』
所
戟
歌
の
約
七
割
九
分
の
歌
の
詠
者
 
 

が
確
認
で
き
た
駅
だ
が
、
中
で
、
七
首
、
こ
の
歌
合
と
は
詠
者
を
異
に
す
る
外
部
徴
証
が
あ
る
。
前
表
に
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
も
の
 
 

だ
が
、
こ
れ
ら
は
、
こ
の
歌
合
の
詠
老
の
正
確
度
・
証
拠
価
値
を
大
き
く
演
点
し
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
七
首
に
つ
い
て
吟
味
 
 

し
、
こ
の
寄
の
正
確
度
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

別
当
入
道
寂
倍
 
 

三
番
 
右
 
 

法
師
に
成
て
後
、
心
ぎ
し
有
け
る
女
の
さ
ま
か
へ
て
け
る
が
も
と
へ
つ
か
ほ
し
け
る
 
 

五
 
見
し
人
も
耽
身
も
も
と
の
身
な
ら
ぬ
に
其
儀
な
る
は
心
也
け
り
 
 

（
2
5
）
 
 
 

こ
れ
は
、
寂
僑
（
藤
原
惟
方
）
の
家
集
『
粟
田
口
別
当
入
道
集
』
 
の
恋
部
に
載
り
、
問
題
は
無
い
か
に
見
え
る
。
が
、
実
は
、
 
 

少
々
問
題
が
あ
る
。
こ
の
集
の
恋
部
は
、
最
初
に
題
詠
歌
が
六
首
並
び
、
続
い
て
、
「
封
」
と
い
う
「
未
精
撰
本
た
る
こ
と
を
明
ら
 
 

（
2
6
）
 
 

か
に
示
し
て
ゐ
る
」
文
字
を
置
き
、
そ
の
後
の
一
八
五
番
以
後
の
歌
は
、
寂
借
自
身
の
歌
で
ほ
な
く
し
て
、
 
 
 

人
の
う
へ
に
て
き
ゝ
し
こ
と
ゞ
も
を
、
か
き
あ
つ
め
た
る
 
 

と
前
履
き
し
て
、
或
る
「
男
」
と
「
女
」
の
歌
の
贈
答
の
話
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
男
と
女
の
贈
答
は
、
 
 

文
献
の
種
耕
の
面
で
の
証
拠
価
値
と
は
別
に
、
成
立
年
代
の
離
れ
の
面
で
の
価
値
に
も
、
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
詠
者
の
 
 

生
存
中
の
歌
会
・
歌
合
や
同
時
代
の
別
人
の
自
撰
私
家
集
は
、
問
題
あ
る
ま
い
。
表
に
掲
げ
た
私
家
集
の
中
に
は
、
後
代
の
他
撰
か
 
 

と
考
え
ら
れ
て
い
る
集
や
伝
本
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
証
拠
価
値
が
少
々
低
い
が
証
拠
能
力
は
あ
る
、
と
見
る
。
勅
撰
集
ほ
、
時
代
 
 

が
降
っ
て
も
、
証
拠
能
力
あ
り
と
す
る
。
私
撰
集
は
、
あ
ま
り
時
代
の
降
る
も
の
は
掲
示
を
控
え
、
最
後
の
勅
撰
集
『
新
続
古
今
 
 

集
』
成
立
の
永
亭
十
年
（
蒜
）
ぁ
た
り
で
止
め
る
こ
と
に
す
る
。
猶
多
く
が
江
戸
時
代
の
写
本
・
版
本
も
し
く
は
そ
の
翻
刻
に
依
る
 
 

調
査
で
あ
り
、
『
新
続
古
今
輯
』
 
ま
で
と
い
う
点
と
艶
齢
す
る
が
、
書
写
・
版
行
年
代
が
下
る
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
す
る
。
 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
表
に
掲
げ
た
調
査
文
献
は
、
証
拠
能
力
は
有
り
、
成
立
年
代
の
点
で
も
証
拠
価
値
は
低
く
は
な
い
も
の
な
の
で
あ
 
 

る
。
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「山家集」所載西行歌一首存疑出  

加
太
 
 

こ
の
歌
ど
も
は
、
み
な
、
か
ゐ
の
ざ
う
し
き
よ
し
も
り
と
い
ひ
し
も
の
～
、
を
こ
の
け
上
に
あ
り
し
あ
り
き
、
そ
れ
が
我
身
の
 
 

事
ど
も
と
て
か
た
り
し
を
、
さ
す
が
お
か
し
く
て
、
か
き
あ
つ
め
た
る
、
猶
も
お
ほ
か
り
し
か
ど
も
、
み
な
わ
す
れ
に
き
 
 

と
い
う
二
〇
九
香
り
左
往
で
終
る
。
つ
ま
り
、
一
入
五
番
か
ら
二
〇
九
番
ま
で
は
、
「
か
ゐ
の
ざ
う
し
き
よ
し
も
り
」
 
が
自
分
の
体
 
 

験
と
し
て
寂
信
に
語
っ
た
も
の
を
寂
信
が
書
き
留
め
た
も
の
、
と
い
う
訳
で
あ
る
。
「
見
し
人
も
」
 
の
歌
は
、
こ
の
間
の
一
入
九
番
 
 

と
し
て
、
 
 

か
く
て
、
お
ほ
く
の
と
し
月
を
へ
て
の
ち
、
お
と
こ
も
女
も
、
あ
ら
ぬ
す
が
た
に
な
り
ぬ
と
き
～
て
、
お
と
こ
の
申
つ
か
は
さ
 
 

ば
や
と
申
け
る
、
 
 

と
前
置
き
す
る
、
「
男
」
の
「
女
」
 
へ
の
歌
な
の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
寂
信
歌
五
首
目
は
、
寂
信
詠
 
 

で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
歌
合
の
詠
老
の
正
確
度
を
減
点
す
る
例
と
な
ろ
う
。
 
 
 

が
、
稿
老
は
、
『
粟
田
口
別
当
入
道
集
』
の
恋
部
一
八
五
番
か
ら
二
〇
九
番
ま
で
は
、
寂
信
が
創
っ
た
、
男
女
の
贈
答
歌
を
骨
格
と
 
 

す
る
恋
物
語
だ
と
考
え
る
。
「
男
」
の
歌
も
「
女
」
の
歌
も
、
寂
信
作
と
見
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
集
そ
の
も
の
の
検
討
と
な
 
 

り
、
本
稿
の
課
題
か
ら
ほ
外
れ
る
為
、
詳
論
は
し
な
い
。
た
だ
、
一
つ
証
拠
を
示
し
て
お
く
と
、
「
か
ゐ
の
ざ
う
し
き
よ
し
も
り
」
 
 

が
「
我
身
の
事
ど
も
と
て
」
語
っ
て
い
る
に
し
て
は
、
登
場
人
物
を
「
男
」
「
女
」
と
第
三
人
称
で
示
し
て
い
る
点
が
問
題
な
の
で
あ
 
 

（
2
6
）
 
 

る
。
ど
う
も
、
一
つ
の
虚
構
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
因
み
に
、
桂
官
本
叢
書
の
「
解
題
」
に
、
こ
の
集
の
歌
数
を
示
し
て
、
「
恋
 
 

（
三
一
首
、
内
他
人
歌
七
首
、
他
に
題
の
み
〓
」
と
あ
り
、
「
内
他
人
歌
七
首
」
と
い
う
の
が
「
女
」
の
歌
の
数
で
あ
る
か
ら
、
「
男
」
の
歌
 
 

の
方
は
全
て
寂
信
作
と
認
定
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ど
う
や
ら
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
が
 
「
見
し
人
を
」
 
の
歌
を
寂
信
 
 

歌
と
す
る
の
ほ
、
誤
り
と
す
る
必
要
は
無
さ
そ
う
で
あ
る
。
 
 
 

六
番
 
右
 
 

寂
超
為
経
 
 

大
原
に
住
け
る
時
、
は
ら
か
ら
の
ま
う
で
こ
む
と
た
の
め
て
、
よ
～
退
け
 
 

る
に
、
た
ま
く
き
て
も
外
に
泊
け
れ
は
、
つ
か
は
し
け
る
 
 

八
 
得
え
た
る
雲
井
の
月
も
や
ど
ら
ね
は
お
ぽ
ろ
の
清
水
す
む
か
ひ
も
な
し
 
 

84   
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ほ
、
『
続
謁
花
集
』
巻
十
六
雑
上
で
も
（
評
議
翫
断
筆
 
 

大
原
に
す
み
侍
け
る
こ
ろ
、
為
業
、
ま
う
で
こ
む
と
の
み
申
て
、
み
え
ぎ
り
け
る
、
た
ま
′
1
ま
う
で
き
た
り
け
る
に
、
月
お
 
 

か
し
き
所
と
て
、
ほ
か
に
や
ど
れ
り
け
れ
ば
、
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
。
 
 

寂
超
法
師
 
 

の
詞
書
の
も
と
、
初
句
「
ま
ち
で
た
る
」
、
結
句
「
す
む
か
ひ
ぞ
な
き
」
の
形
で
、
寂
超
歌
と
す
る
が
、
『
新
千
載
集
』
巻
十
七
雑
歌
 
 

中
の
一
八
八
四
番
に
は
、
 
 
 

同
じ
所
（
駄
）
に
住
み
侍
り
け
る
頃
、
藤
原
為
業
、
ま
う
で
こ
む
と
の
み
申
し
て
、
見
え
ざ
り
け
る
が
、
た
ま
く
ま
う
で
来
り
 
 
 

け
る
に
、
月
を
か
し
き
所
と
て
、
外
に
宿
れ
り
け
れ
ば
、
云
還
し
け
る
 
 

掛
矧
法
師
（
嘉
）
 
 

と
、
寂
超
の
弟
寂
然
の
歌
と
し
て
、
結
句
「
す
む
か
ひ
ぞ
な
き
」
 
の
形
で
載
る
。
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
 
「
ほ
ら
か
ら
」
は
為
 
 

業
（
寂
念
）
と
い
う
訳
で
、
大
原
l
二
寂
の
寂
超
・
寂
然
い
ず
れ
の
詠
で
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
が
、
こ
の
歌
合
は
、
七
番
右
に
 
 

別
に
寂
然
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
歌
を
採
る
に
し
て
も
、
真
実
寂
然
の
詠
で
あ
る
な
ら
、
そ
ち
ら
に
収
め
た
は
 
 

岨
翫
爪
 
 

ず
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
歌
合
が
、
寂
然
詠
と
せ
ず
寂
超
歌
と
す
る
の
は
、
そ
の
点
で
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
 
 
 

実
は
、
こ
の
歌
は
、
別
の
外
部
徴
証
に
依
っ
て
も
、
寂
然
詠
で
は
な
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
谷
山
氏
が
古
典
文
庫
に
 
 

こ
の
歌
合
を
詔
刻
さ
れ
た
際
に
、
こ
の
歌
の
左
に
、
 
 

流
布
本
新
千
載
集
に
寂
然
法
師
の
歌
と
し
て
い
る
の
は
誤
か
 
 

と
注
さ
れ
た
嘉
と
関
わ
る
の
だ
が
、
『
新
千
載
集
』
の
本
文
変
化
と
い
う
方
面
で
の
証
拠
で
あ
る
。
稿
者
は
、
こ
の
集
の
詳
し
い
本
 
 

文
調
査
を
試
み
た
訳
で
な
く
、
ま
た
、
そ
の
詠
著
名
の
正
確
度
を
全
歌
に
つ
い
て
吟
味
し
た
訳
で
も
な
い
の
で
、
確
実
な
と
こ
ろ
は
 
 

判
ら
な
い
の
だ
が
、
管
見
で
は
、
彰
考
館
蔵
〔
巳
三
〕
本
の
ご
と
く
、
十
三
代
案
阪
本
等
の
流
布
本
系
の
諸
本
は
「
寂
然
法
師
」
と
 
 

（
調
）
 
 

す
る
が
、
素
性
の
よ
い
伝
本
は
「
寂
超
法
師
」
の
詠
と
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
歌
は
、
前
引
の
例
で
も
判
る
よ
う
に
、
詞
書
・
歌
と
も
、
『
韓
詞
花
集
』
 
か
ら
 
『
新
千
載
集
』
 
へ
と
い
う
本
文
の
流
れ
が
認
 
 

め
ら
れ
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
所
載
歌
も
こ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
。
こ
の
事
実
を
含
め
て
、
こ
の
歌
は
、
や
は
り
寂
題
詠
と
見
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右
大
臣
の
時
の
百
首
に
」
の
詞
書
で
「
正
三
位
経
家
」
の
歌
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
続
古
今
集
』
の
七
二
八
番
に
ほ
、
 
 

題
し
ら
ず
 
 

正
≡
位
矧
釘
（
畑
鰍
）
 
 

と
あ
り
、
『
治
承
≡
十
六
人
歌
合
』
と
は
詠
暑
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
も
、
『
続
古
今
集
』
で
知
家
詠
と
す
る
の
ほ
、
十
三
 
 

代
集
版
本
等
の
流
布
本
系
諸
本
で
あ
り
、
素
性
の
良
い
本
は
「
正
三
位
経
家
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
歌
の
場
合
も
、
『
鏡
台
今
集
』
の
 
 
 

も
、
似
た
例
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
正
治
二
年
『
三
百
六
十
番
歌
合
』
雑
四
番
左
に
 
「
正
三
位
経
」
 
 

あ
る
。
『
経
家
郷
集
』
九
表
に
も
、
「
同
百
首
（
語
維
）
に
、
神
竺
と
し
て
載
り
、
『
万
代
集
』
 
 

て
よ
い
。
従
っ
て
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
が
寂
超
詠
と
す
る
の
は
誤
り
で
は
な
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

全
く
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
が
、
同
じ
寂
超
の
、
 
 

冬
の
歌
よ
み
け
る
中
に
 
 
 

一
〇
 
あ
す
し
ら
ぬ
世
に
す
み
が
ま
の
い
つ
ま
で
か
嶺
の
煙
を
よ
そ
に
見
る
ら
ん
 
 

で
あ
る
。
こ
の
歌
も
、
『
新
千
載
集
』
巻
十
六
雑
歌
上
一
入
四
一
番
と
し
て
、
直
前
の
 
「
述
懐
の
百
首
の
中
に
、
炭
寵
」
と
い
う
藤
 
 

原
俊
成
の
歌
に
続
い
て
、
 
 

お
な
じ
心
を
 
 

矧
酎
法
師
（
畑
鰍
）
 
 

の
詞
書
で
、
結
句
「
よ
そ
に
見
る
べ
き
」
の
形
で
載
る
。
が
、
谷
山
氏
が
、
古
典
文
庫
の
細
刻
の
際
に
、
「
流
布
本
新
千
載
集
に
寂
 
 

（
銅
）
 
 

蓮
法
師
の
歌
と
し
て
い
る
の
ほ
誤
か
」
と
言
わ
れ
た
と
お
り
、
高
松
宮
家
蔵
本
や
鍋
島
文
庫
蔵
本
等
、
多
く
ほ
「
寂
超
法
師
」
の
歌
 
 

と
す
る
。
十
三
代
集
版
本
等
の
流
布
本
系
の
諸
本
が
「
寂
蓮
法
師
」
の
詠
と
す
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
集
に
お
け
る
本
文
変
化
と
見
 
 

て
よ
い
。
そ
れ
に
、
こ
れ
が
寂
蓮
の
詠
な
ら
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
 
で
は
十
四
番
右
の
寂
蓮
十
首
の
中
に
収
め
ら
れ
た
は
ず
で
 
 

あ
る
。
こ
の
歌
の
場
合
も
、
『
治
産
三
十
六
人
歌
合
』
が
寂
超
歌
と
す
る
の
は
誤
り
で
ほ
な
い
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

経
家
朝
臣
 
 

十
二
番
左
 
 

神
武
〈
維
㌫
縮
露
硝
）
 
 
 

一
〇
 
官
居
せ
し
そ
の
は
じ
め
に
も
石
上
ふ
る
の
社
と
人
や
い
ひ
け
ん
 
 

と
あ
り
（
碩
従
）
、
経
家
の
詠
で
 
 

に
は
 
「
後
法
性
寺
入
道
前
関
白
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着
 
 

井
 
 

犬
 
 
 

蔵
人
お
り
て
、
月
を
見
て
 
 

三
 
詠
む
れ
ば
ぬ
る
ゝ
故
に
や
ど
り
け
り
月
よ
雲
ゐ
の
物
が
た
り
せ
よ
 
 

は
、
『
玄
玉
集
』
巻
≡
に
も
、
「
蔵
人
お
り
て
の
ち
の
秋
、
月
を
告
よ
め
る
源
仲
綱
」
（
相
従
）
と
し
て
載
る
。
と
こ
ろ
が
、
谷
山
 
 

氏
が
古
典
文
庫
の
翻
刻
に
、
 
 

平
家
物
語
で
は
帥
の
佐
の
詠
の
如
く
に
作
り
な
し
て
い
る
 
 

と
注
さ
れ
た
よ
う
に
、
『
平
家
物
語
』
巻
十
一
「
内
侍
所
郡
入
」
で
は
、
こ
の
歌
が
、
時
忠
室
で
安
徳
帝
の
乳
母
の
大
納
言
帥
典
侍
の
 
 

（
3
0
）
 
 

歌
と
な
っ
て
い
る
。
が
、
『
平
家
物
語
』
は
、
史
実
を
素
材
に
す
る
と
は
い
え
、
仮
構
を
含
む
物
語
で
あ
り
、
「
詠
む
れ
は
」
の
歌
の
 
 

詠
老
考
証
と
い
っ
た
よ
う
な
正
確
さ
を
要
す
る
考
証
の
為
の
証
拠
価
値
は
低
い
。
冨
倉
徳
次
郎
氏
が
、
こ
の
歌
は
秋
の
歌
で
あ
る
の
 
 

に
「
内
侍
所
都
入
」
の
場
面
は
「
ち
ょ
う
ど
四
月
の
中
旬
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
見
え
る
歌
は
、
ど
れ
も
季
節
感
か
ら
い
 
 

（
3
1
）
 
 

え
は
乱
暴
な
歌
な
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
点
一
つ
を
取
り
あ
げ
る
だ
け
で
も
、
『
平
家
物
語
』
作
者
が
、
仲
綱
の
歌
を
借
用
し
て
、
 
 

そ
れ
も
誤
用
し
て
、
仮
構
し
た
と
見
て
よ
い
。
こ
の
歌
も
、
『
治
承
≡
十
六
人
歌
合
』
の
示
す
詠
者
に
誤
り
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

残
る
二
首
は
、
「
読
人
知
ら
ず
」
と
し
て
他
の
文
献
に
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
で
あ
る
。
 
 
 

経
正
朝
臣
 
 

十
一
番
 
左
 
 

苅
萱
 
 

十
六
人
歌
合
』
の
成
立
年
と
さ
れ
る
治
竺
一
年
（
か
 
 

或
る
種
の
本
が
「
知
家
」
と
す
る
の
が
誤
り
で
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
は
誤
り
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
知
家
は
、
例
の
 
 

『
蓮
性
陳
状
』
の
著
者
蓮
性
に
な
ろ
う
が
、
嘉
禎
四
年
 
 
 

五
 
 

十
四
番
 
 

九
番
 
左
 
 

い
か
な
れ
は
う
は
菓
を
分
る
秋
風
に
下
お
れ
ぬ
ら
ん
野
べ
の
か
る
か
や
 
 

忠
度
朝
臣
 
 

故
郷
花
 
 

仲
綱
 
 

（
左
）
に
五
十
七
雫
出
家
し
て
い
る
事
実
か
ら
逆
算
す
る
と
、
『
治
承
三
 
 

に
は
ま
だ
生
ま
れ
て
は
い
な
い
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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一
さ
～
渋
や
志
賀
の
郡
は
荒
に
し
を
昔
な
が
ら
の
山
ぎ
く
ら
哉
 
 
 

経
正
の
五
番
は
、
『
千
載
集
』
二
四
五
番
に
、
「
題
し
ら
ず
 
読
人
し
ら
ず
」
と
し
て
、
第
二
旬
「
上
薬
を
渡
る
」
第
四
句
「
下
折
 
 

（
3
2
）
 
 

れ
す
ら
ん
」
の
形
で
載
る
。
こ
の
歌
は
他
文
献
に
見
え
ず
、
『
千
載
集
』
研
究
の
方
で
は
、
本
稿
で
試
み
て
い
る
手
続
き
の
正
反
対
、
 
 

つ
ま
り
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
記
載
を
証
軌
と
し
て
、
こ
の
 
「
読
人
し
ら
ず
」
 
歌
を
経
正
詠
と
認
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
に
詠
老
の
誤
り
が
無
い
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
れ
は
、
こ
の
歌
を
経
正
詠
と
認
定
す
る
価
値
高
い
証
拠
 
 

に
な
る
訳
で
、
『
千
載
集
』
研
究
と
し
て
は
そ
れ
で
よ
い
。
が
、
『
沿
承
三
十
六
人
歌
合
』
 
の
詠
老
の
正
確
度
そ
の
も
の
を
吟
味
し
て
 
 

い
る
本
節
で
は
、
『
千
載
集
』
が
こ
の
歌
を
「
読
人
し
ら
ず
」
 
と
す
る
事
実
は
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
こ
の
歌
の
詠
老
考
定
に
 
 

ほ
証
拠
能
力
が
無
い
、
と
い
う
扱
い
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
き
の
蓑
で
空
自
に
な
っ
て
い
る
所
は
、
証
拠
が
無
い
こ
と
を
示
す
わ
 
 

け
だ
が
、
こ
の
歌
に
お
け
る
『
千
載
集
』
の
「
読
人
し
ら
ず
」
と
い
う
記
載
の
扱
い
ほ
、
表
の
空
白
以
上
に
、
証
拠
に
た
る
能
力
が
 
 

無
い
と
扱
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
歌
は
、
未
確
認
歌
な
の
で
あ
る
。
次
の
忠
度
歌
と
の
関
連
で
、
こ
の
点
を
強
調
し
て
お
く
。
 
 
 

忠
度
の
「
さ
～
波
や
」
の
歌
は
、
『
平
家
物
語
』
巻
七
「
忠
彦
部
落
」
で
知
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
『
平
家
物
語
』
は
、
前
述
の
ご
と
 
 

へ
恕
）
 
 

く
、
証
拠
価
値
が
低
い
。
し
か
も
、
俊
成
撰
の
『
千
載
集
』
六
六
番
に
「
故
郷
花
と
い
へ
る
心
を
読
め
る
 
読
人
し
ら
ず
」
と
あ
り
、
 
 

（
3
3
）
 
 

同
じ
俊
成
薯
の
『
古
来
風
体
抄
』
の
秀
歌
例
に
も
「
故
郷
花
と
い
ふ
心
を
読
め
る
 
読
人
し
ら
ず
」
と
あ
る
。
「
茂
人
し
ら
ず
」
と
い
 
 

う
の
は
、
前
述
の
と
お
り
、
証
拠
能
力
が
無
い
。
し
か
し
、
こ
の
歌
に
は
、
忠
彦
詠
と
す
る
為
の
価
値
の
高
い
証
拠
が
別
に
あ
る
。
 
 

（
3
4
）
 
 

『
平
忠
度
集
』
一
五
番
に
「
為
業
歌
合
に
、
故
郷
花
を
」
と
し
て
載
り
、
『
月
詣
集
』
巻
三
月
に
も
「
古
京
花
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
 
 

（
2
3
）
 
 

へ
3
5
）
 
 

平
忠
慶
朝
臣
」
と
し
て
載
る
、
と
い
う
事
実
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
、
い
わ
ゆ
る
寿
永
百
首
で
、
後
者
つ
ま
り
『
月
詣
集
』
撰
進
 
 

の
為
に
投
出
さ
れ
た
自
摂
家
集
で
あ
り
、
後
者
は
、
加
茂
重
保
が
加
茂
別
雷
社
へ
奉
納
し
た
私
撰
集
で
、
共
に
、
詠
老
考
定
の
為
の
 
 

証
拠
価
値
は
高
い
。
『
千
載
集
』
や
『
古
来
風
体
抄
』
に
ほ
「
読
人
し
ら
ず
」
 
と
あ
る
に
せ
よ
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
が
こ
の
歌
 
 

（
3
6
）
 
 

を
忠
虔
十
首
に
収
め
る
の
は
、
誤
り
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
 
 

以
上
の
本
節
の
検
討
に
依
り
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
 
に
は
詠
者
の
誤
り
は
無
い
、
と
い
う
こ
と
が
証
明
で
き
た
。
調
査
が
未
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、
、
、
 
 

前
節
に
お
い
て
、
外
部
徴
証
に
依
っ
て
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
経
盛
歌
八
首
目
は
、
西
行
詠
で
は
な
く
確
か
に
経
盛
詠
で
あ
 
 

る
と
論
証
し
た
。
尤
も
、
さ
よ
う
に
証
明
す
る
直
接
証
拠
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
専
ら
状
況
証
拠
に
依
る
論
証
で
は
あ
っ
た
が
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
或
る
作
品
の
作
者
を
考
証
す
る
に
は
 
外
部
徴
証
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
内
部
徴
証
が
そ
れ
に
応
じ
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

そ
こ
で
、
本
節
に
お
い
て
、
問
題
の
歌
の
用
語
・
語
法
・
素
材
・
主
題
等
の
点
を
と
り
あ
げ
、
経
盛
が
か
よ
う
な
詠
み
方
を
す
る
可
 
 

能
性
が
あ
る
か
否
か
を
、
経
盛
の
他
歌
と
の
比
較
に
依
っ
て
吟
味
し
、
以
っ
て
内
部
徴
証
か
ら
の
論
証
と
す
る
。
 
 

『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
問
題
の
歌
を
、
稿
老
な
り
に
本
文
校
訂
を
施
し
て
、
い
ま
一
度
示
す
と
、
 
 

恋
 
 

何
せ
ん
に
今
日
ま
で
物
を
恩
は
ま
し
命
に
奉
へ
て
逢
ふ
世
な
り
せ
は
 
 

と
な
る
。
本
稿
の
冒
頭
に
、
異
文
提
示
の
意
味
も
あ
っ
て
引
い
た
よ
う
に
、
『
山
家
集
』
等
に
は
 
「
何
故
か
」
「
何
故
に
」
と
い
う
異
 
 

文
が
あ
る
。
ま
た
、
『
万
代
集
』
『
続
古
今
集
』
の
伝
本
中
に
は
、
「
逢
ふ
世
」
を
、
掛
詞
と
関
わ
っ
て
、
「
逢
ふ
瀬
」
と
す
る
本
も
あ
 
 
 

完
了
で
、
未
確
認
の
歌
も
あ
る
。
私
家
集
が
伝
わ
ら
な
い
な
ど
の
資
料
条
件
に
依
り
、
確
認
が
取
れ
な
い
歌
も
多
い
。
従
っ
て
、
七
 
 

割
九
分
に
限
っ
て
ほ
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
が
。
ま
た
、
外
部
徴
証
の
中
に
は
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
示
す
詠
老
と
ほ
詠
老
 
 

が
異
な
る
例
も
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ
ら
は
、
そ
ち
ら
の
方
に
虚
構
が
あ
っ
た
り
、
本
文
変
化
が
あ
っ
た
り
、
読
人
不
知
で
あ
っ
た
り
 
 

で
、
そ
の
殆
ん
ど
全
て
が
、
『
治
承
≡
十
六
人
歌
合
』
の
示
す
詠
者
を
是
と
し
て
よ
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
 
 
 

『
治
承
≡
十
六
人
歌
合
』
に
は
詠
者
の
誤
り
が
無
い
、
と
い
う
事
実
は
、
問
題
の
歌
は
経
盛
詠
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
 
 

る
有
力
な
証
拠
で
あ
る
。
尤
も
、
状
況
証
拠
で
あ
る
が
。
こ
れ
に
依
っ
て
、
こ
れ
ま
で
本
稿
で
問
題
に
し
て
き
た
「
何
故
か
」
の
歌
 
 

は
、
外
部
徴
証
か
ら
は
、
西
行
詠
で
は
な
く
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
が
示
す
よ
う
に
、
経
盛
詠
と
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
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3
 
る
。
こ
れ
は
、
ま
た
、
「
逢
ふ
夜
」
の
掛
詞
と
も
解
さ
れ
た
ら
し
い
。
「
よ
」
と
仮
名
表
記
の
本
が
多
い
の
が
、
そ
の
証
左
で
あ
る
。
 
 

勿
論
、
「
世
」
は
、
男
と
女
の
中
、
と
い
う
意
味
も
鶴
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
 
 

以
上
の
事
柄
を
認
識
し
た
上
で
、
こ
の
歌
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
祖
々
解
釈
し
て
示
し
て
み
る
と
、
 
 

ど
う
し
て
、
今
日
ま
で
、
あ
な
た
の
こ
と
を
思
っ
て
悲
し
い
恋
の
物
思
い
な
ど
し
よ
う
か
、
も
し
、
こ
の
世
が
、
そ
し
て
二
人
 
 

の
仲
が
、
命
に
替
え
る
こ
と
で
逢
う
こ
と
の
出
来
る
世
で
あ
り
仲
で
あ
る
な
ら
ば
。
命
と
引
き
替
え
に
あ
な
た
と
逢
お
う
と
此
 
 

の
世
を
去
っ
た
ら
、
実
際
に
は
出
会
え
な
く
な
る
。
だ
か
ら
、
死
ぬ
訳
に
も
行
か
ず
、
こ
う
や
っ
て
、
今
日
ま
で
、
毎
夜
、
あ
 
 

な
た
の
こ
と
を
思
い
続
け
て
き
た
の
で
す
よ
。
 
 

ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
「
何
故
か
」
「
何
故
に
」
の
異
文
は
、
こ
う
解
釈
す
る
と
、
納
得
が
い
く
。
「
何
せ
ん
に
」
で
は
、
解
釈
 
 

が
し
っ
く
り
こ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
は
と
も
か
く
、
か
よ
う
な
趣
き
の
歌
を
経
盛
が
詠
む
か
香
か
、
経
盛
の
他
歌
と
の
比
較
で
探
っ
て
み
る
。
経
盛
の
歌
は
、
『
経
 
 

盛
卿
家
集
』
の
現
在
そ
拐
在
が
知
ら
れ
て
い
る
神
作
空
氏
蔵
本
（
誇
雌
犬
）
・
谷
山
茂
氏
蔵
本
（
貼
㌍
牒
－
r
和
学
津
山
市
立
 
 

郷
土
館
蔵
道
家
大
門
書
写
本
の
三
木
の
調
査
を
基
に
、
他
人
詠
を
除
く
一
〇
＜
首
を
中
心
に
、
こ
の
集
に
は
載
ら
な
い
が
経
盛
詠
が
 
 

（
㌍
）
 
 

間
違
い
な
い
十
五
首
を
も
対
象
と
す
る
。
 
 

ま
ず
、
経
盛
の
歌
に
は
、
「
何
せ
ん
に
」
も
、
ま
た
、
「
何
故
か
」
「
何
故
に
」
も
、
他
に
例
が
無
い
。
多
少
意
味
合
い
が
異
な
る
 
 

が
、
『
経
盛
卿
家
集
』
の
、
 
 

九
月
尽
を
よ
め
る
 
 
 

大
玉
 
す
ぎ
て
行
秋
を
も
な
に
か
う
ら
む
べ
き
し
た
ふ
心
に
と
ま
り
や
は
す
る
 
 

の
「
何
か
」
が
あ
る
径
庭
で
あ
る
。
「
何
」
は
、
仁
安
二
年
八
月
『
大
皇
太
后
宮
亮
経
盛
歌
合
』
の
、
 
 

草
花
二
番
左
大
宮
亮
平
経
盛
朝
臣
 
 
 

花
す
す
き
誰
と
も
わ
か
ず
ま
ね
く
に
も
心
を
と
む
る
我
や
酎
吋
な
り
（
餅
畑
朗
歌
）
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七
六
 
い
ま
は
は
や
こ
ひ
し
な
ま
し
を
中
′
1
に
た
の
し
み
さ
へ
ぞ
つ
ら
く
な
り
ぬ
る
 
 

と
い
う
例
も
あ
る
。
経
盛
が
歌
に
反
実
仮
想
を
持
ち
込
む
こ
と
が
あ
る
の
は
、
事
実
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

七
六
番
は
、
問
題
の
歌
と
同
じ
恋
歌
だ
が
、
「
恋
死
な
ま
し
を
」
と
歌
う
点
で
も
、
問
題
の
歌
の
「
命
に
春
へ
て
逢
ふ
」
と
通
い
合
 
 

う
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
と
発
想
を
同
じ
く
す
る
歌
が
、
も
う
一
首
あ
る
。
 
 

重
家
卿
家
歌
合
に
 
 
 

八
一
あ
ふ
こ
と
の
こ
の
よ
な
ら
ね
は
い
と
ゞ
し
く
し
な
む
い
の
ち
も
を
し
か
ら
ぬ
哉
 
 

と
い
う
、
仁
安
元
年
 
『
中
宮
亮
重
家
歌
合
』
 
恋
六
番
左
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
の
主
題
は
、
問
題
の
歌
と
正
反
対
だ
が
、
根
底
に
 
 

が
有
る
。
と
に
か
く
、
経
盛
の
歌
に
は
「
何
せ
ん
に
」
「
何
故
か
」
の
例
が
無
い
と
い
う
事
実
に
注
目
し
て
お
く
。
 
 
 

「
今
日
」
と
い
う
語
ほ
、
『
経
盛
卿
家
集
』
に
、
 
 

立
春
 
 

一
け
ふ
よ
り
や
あ
し
ま
の
氷
う
ち
と
け
て
な
に
は
の
か
た
も
は
る
め
き
ぬ
ら
ん
 
 

二
条
院
御
時
、
朝
帰
悔
恋
と
い
ふ
こ
と
を
人
々
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
に
よ
め
る
 
 
 

入
五
 
あ
け
ぬ
と
て
か
へ
ら
ざ
り
せ
は
け
ふ
さ
え
に
人
や
り
な
ら
ぬ
な
げ
き
せ
ま
し
や
 
 

の
二
例
が
あ
る
。
立
春
を
「
今
日
」
と
強
調
す
る
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
「
今
日
よ
り
」
「
今
日
さ
へ
」
と
、
 
 

「
今
日
」
を
起
点
あ
る
い
は
限
定
で
把
え
る
歌
が
経
盛
に
は
有
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

八
五
番
は
、
「
か
へ
ら
ざ
り
せ
は
＝
…
・
な
げ
き
せ
ま
し
や
」
と
い
う
反
実
仮
想
の
点
で
も
、
問
額
の
歌
の
「
思
は
ま
し
…
…
逢
ふ
世
 
 

な
り
せ
は
」
と
重
な
り
合
う
。
 
 
 

こ
れ
程
整
っ
た
反
実
仮
想
は
こ
れ
一
首
の
み
だ
が
、
 
 

暁
路
霞
と
い
へ
る
こ
～
ろ
を
よ
め
る
 
 

六
 
夜
を
こ
め
て
た
つ
か
す
み
だ
に
な
か
り
せ
は
ひ
と
り
や
こ
え
む
さ
や
の
中
や
ま
 
 

恋
の
こ
ゝ
ろ
を
 
 

（
勤
謂
針
る
）
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「
命
に
拳
へ
て
」
恋
を
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
か
ら
こ
そ
出
来
た
両
歌
な
の
で
あ
る
。
 
 

問
題
の
歌
の
「
物
を
思
は
ま
し
」
と
い
う
、
恋
の
物
思
い
と
い
う
の
も
、
経
盛
に
例
が
あ
る
。
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
で
問
題
の
 
 
 

歌
の
直
前
に
置
か
れ
た
歌
で
、
『
玉
葉
集
』
恋
三
悪
）
に
も
入
集
し
て
い
る
、
 
 

季
経
朝
臣
歌
合
に
 
 

が
そ
れ
で
、
「
物
を
恩
ひ
知
る
」
と
、
少
々
趣
き
を
異
に
す
る
と
は
言
え
、
隆
盛
は
、
恋
の
物
思
い
と
い
う
題
材
の
歌
を
他
に
も
詠
ん
 
 

で
い
る
こ
と
は
、
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
詩
人
に
お
け
る
表
現
の
一
回
性
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
詩
人
は
一
つ
の
表
現
・
一
つ
の
発
想
を
心
を
 
 

砕
い
て
表
出
す
る
訳
で
、
表
現
や
発
想
は
そ
の
詩
人
に
と
っ
て
は
一
回
限
り
の
も
の
、
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
る
。
そ
う
い
う
見
方
 
 

を
す
る
と
、
問
題
の
歌
と
同
一
の
用
語
・
表
現
・
発
想
の
歌
を
経
盛
歌
の
中
に
探
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
を
以
っ
て
、
問
題
 
 

の
歌
の
詠
老
考
定
の
為
の
内
部
徴
証
と
す
る
こ
と
は
、
無
意
味
に
な
っ
て
く
る
。
 
 
 

が
、
鴨
長
明
が
、
『
無
名
抄
』
の
「
近
代
歌
体
事
」
で
、
 
 

（
那
遣
器
顎
綿
飴
論
）
 
 

今
の
人
、
歌
の
さ
ま
の
世
々
に
よ
み
古
さ
れ
け
る
事
を
知
り
て
、
更
に
古
風
に
帰
り
て
幽
玄
の
体
を
学
ぷ
事
の
出
来
る
也
。
 
 

と
言
い
、
藤
原
定
家
が
、
『
近
代
秀
歌
』
に
於
い
て
、
 
 

こ
と
ば
は
ふ
る
き
を
し
た
ひ
、
心
は
あ
た
ら
し
き
を
求
め
、
を
よ
は
ぬ
た
か
き
す
が
た
を
ね
が
ひ
て
、
寛
平
以
往
の
歌
に
な
ら
 
 
 

は
ゞ
＼
を
の
づ
か
ら
よ
ろ
し
き
こ
と
も
な
ど
か
侍
ら
ざ
ら
ん
二
嗣
）
 
 

と
言
っ
た
よ
う
に
、
経
盛
の
時
代
の
歌
人
ほ
、
「
歌
の
様
」
「
詞
」
は
、
「
詠
み
古
さ
れ
」
 
た
も
の
か
ら
「
更
に
古
風
」
な
も
の
・
「
古
 
 

き
」
も
の
に
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
詞
」
即
ち
表
現
は
、
必
ず
し
も
新
し
い
も
の
を
追
求
し
た
訳
で
な
く
、
「
心
」
即
ち
意
味
・
 
 

感
情
の
面
で
の
「
新
し
き
」
と
こ
ろ
を
庶
幾
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
詞
と
心
の
綜
合
か
ら
生
れ
る
「
姿
」
即
ち
情
趣
に
「
及
 
 
 

八
〇
 
う
き
人
の
こ
～
ろ
を
の
み
や
う
ら
む
べ
き
わ
れ
と
て
物
（
を
）
思
ひ
し
る
か
は
 
 

〓
茅
如
」
「
韻
汁
）
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は
ぬ
高
き
」
も
の
を
表
出
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
詩
人
の
表
現
の
一
回
性
と
は
、
そ
の
姿
の
方
面
の
事
柄
と
言
っ
て
よ
い
。
い
 
 

ま
見
た
よ
う
な
、
用
語
・
語
法
・
素
材
・
技
巧
・
主
題
等
は
、
似
た
も
の
が
、
同
じ
も
の
が
、
時
代
を
通
じ
、
ま
た
、
一
人
の
歌
人
 
 

が
、
繰
り
返
し
歌
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
う
見
る
と
、
経
盛
の
歌
に
、
問
題
の
歌
と
同
一
・
頼
似
の
用
語
・
語
法
・
素
材
・
主
 
 

題
の
歌
が
多
い
と
い
う
事
実
は
、
問
題
の
歌
を
経
盛
が
詠
ん
だ
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
、
内
部
徴
証
の
一
つ
と
し
 
 

て
さ
し
つ
か
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
『
無
名
抄
』
や
『
近
代
秀
歌
』
 
の
一
節
は
、
こ
の
内
部
徴
証
を
用
い
る
為
の
、
ま
た
、
本
稿
が
 
 

こ
れ
を
内
部
徴
証
と
す
る
こ
と
の
、
支
え
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

尤
も
、
以
上
は
、
い
さ
さ
か
消
極
的
な
状
況
証
拠
で
し
か
な
い
。
経
盛
が
詠
ん
だ
歌
の
 
「
姿
」
 
と
問
題
の
歌
と
の
関
わ
り
と
い
 
 

う
、
積
痙
的
な
証
拠
を
提
示
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
稿
老
に
は
ま
だ
荷
の
重
い
仕
事
で
、
今
、
言
及
す
る
準
備
が
無
 
 

い
。
こ
こ
で
は
、
詞
と
心
、
即
ち
表
現
と
主
題
と
に
限
っ
て
、
問
題
の
歌
と
経
盛
歌
を
比
較
し
、
「
何
故
か
」
の
歌
は
経
盛
詠
で
あ
っ
 
 

て
も
不
思
議
で
は
な
い
、
経
盛
が
詠
む
可
能
性
は
あ
る
、
と
論
じ
て
み
た
の
で
あ
る
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
か
よ
う
な
論
法
を
採
る
と
、
そ
れ
な
ら
西
行
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
ほ
し
ま
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
出
 
 

る
。
そ
う
し
て
、
結
論
を
先
に
言
う
と
、
確
か
に
、
問
題
の
歌
と
同
一
・
顆
似
の
表
現
や
主
題
の
歌
が
、
『
山
家
集
』
に
限
っ
て
み
て
 
 

も
、
幾
つ
も
指
摘
で
き
る
。
以
下
、
そ
の
事
実
を
示
し
っ
つ
、
本
稿
の
、
そ
し
て
本
節
の
以
上
の
論
証
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
て
お
 
 

（
3
9
）
 
 

く
。
以
下
の
本
節
の
『
山
家
集
』
の
引
用
ほ
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
陽
明
文
庫
蔵
本
に
校
訂
を
施
し
た
日
本
古
典
文
学
大
系
に
依
る
。
 
 
 

経
盛
歌
に
は
「
何
せ
ん
に
」
の
例
は
他
に
無
か
っ
た
が
、
西
行
に
は
あ
る
。
『
山
家
集
』
の
み
に
載
る
、
 
 

∵
 
‥
 
W
 
 
 

六
六
六
 
何
せ
ん
に
つ
れ
な
か
り
し
を
恨
け
ん
逢
は
ず
は
か
～
る
思
ひ
せ
ま
し
や
 
 

が
そ
れ
で
あ
る
。
「
逢
ふ
」
「
物
を
思
は
ま
し
」
の
語
、
反
実
仮
想
の
語
法
、
と
問
題
の
歌
と
同
じ
趣
向
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
歌
の
 
 

場
合
ほ
、
問
題
の
歌
と
正
反
対
に
、
恋
人
と
逢
っ
た
上
で
の
欺
き
で
あ
る
。
初
句
の
異
文
の
「
何
故
か
」
「
何
故
に
」
の
例
は
、
前
述
 
 

の
と
お
り
、
西
行
の
他
の
歌
の
中
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
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「
今
日
ま
で
」
も
、
『
山
家
集
』
に
例
が
あ
る
。
 
 

同
じ
日
、
の
り
つ
な
が
許
へ
遣
は
し
け
る
 
 
 

八
〓
二
 
亡
き
跡
も
今
日
ま
で
は
な
ほ
残
り
け
る
を
明
日
や
別
を
そ
へ
て
忍
ば
ん
 
 

で
あ
る
。
詞
書
の
「
同
じ
日
」
は
「
侍
従
大
納
言
入
道
拶
く
な
り
て
、
宵
暁
に
つ
と
め
す
る
僧
お
の
く
帰
り
け
る
日
」
（
猷
細
軌
）
を
 
 

さ
し
、
藤
原
成
通
の
没
し
た
日
か
ら
「
僧
お
の
′
＼
帰
り
け
る
日
」
 
の
 
「
今
日
ま
で
」
 
と
把
え
た
訳
で
あ
る
。
問
題
の
歌
に
比
し
 
 

て
、
そ
の
限
定
す
る
期
間
を
示
す
事
の
方
が
眼
目
で
あ
る
と
い
う
差
異
は
あ
る
に
せ
よ
、
西
行
は
か
よ
う
に
「
今
日
ま
で
」
と
詠
む
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

「
物
を
恩
ふ
」
の
例
は
、
か
な
り
多
い
。
季
の
歌
、
月
を
見
て
の
物
思
い
の
歌
、
な
ど
に
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
問
題
の
歌
と
 
 

の
関
連
で
、
恋
歌
を
例
示
す
る
。
 
 

再
絶
恋
 
 
 

五
九
一
三
 
唐
衣
た
ち
離
れ
に
し
ま
～
な
ら
ば
重
ね
て
物
は
思
ほ
ざ
ら
ま
し
 
 

○
別
本
五
六
一
、
「
上
人
集
一
迫
加
六
五
〇
、
「
続
後
援
」
八
四
四
に
も
載
る
。
 
 

恋
（
詐
宗
一
 
 

一
三
二
三
 
幾
程
も
存
ら
ふ
ま
じ
き
世
の
中
に
物
を
思
は
で
経
る
よ
し
も
が
な
 
 

O
「
上
人
集
」
三
四
四
、
「
玉
葉
集
J
一
四
九
三
に
も
載
る
。
 
 

恋
歌
の
「
物
を
思
ふ
」
は
当
然
の
表
現
で
は
あ
る
が
、
中
で
、
一
三
二
三
番
は
、
問
題
の
「
何
故
か
」
の
歌
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
か
 
 

な
り
大
き
い
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

仮
実
仮
想
も
、
西
行
の
歌
に
多
い
。
問
題
の
歌
の
「
物
を
思
は
引
・
…
・
逢
ふ
世
な
り
訝
と
同
じ
型
の
例
の
み
に
限
っ
て
、
 
 
 

六
六
三
 
も
の
お
も
へ
ば
袖
に
流
る
～
涙
川
い
か
な
る
水
脈
に
迭
ふ
瀬
な
り
な
ん
 
 

○
別
本
五
入
甲
r
上
人
琴
〓
一
≡
九
、
「
心
中
築
し
八
三
、
一
新
千
載
】
一
一
九
九
に
も
競
る
。
 
 

恋
百
十
首
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井
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 尊

が
そ
れ
で
あ
る
。
勿
論
、
「
命
」
ほ
、
「
恋
百
十
首
」
に
限
っ
て
の
題
材
で
は
な
く
、
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
問
題
の
「
何
故
か
」
の
歌
と
同
一
語
句
や
類
似
語
句
を
含
む
歌
、
 
 

た
の
は
、
ご
く
一
部
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
問
題
の
歌
を
西
行
が
詠
む
可
能
性
も
、
 
 

二
三
例
を
示
し
て
み
る
と
、
 
 

郭
公
歌
五
首
よ
み
け
る
に
 
 

一
入
八
 
郭
公
聞
か
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
迷
は
ま
し
春
を
た
づ
ね
ぬ
山
路
な
り
せ
は
 
 

○
別
本
二
田
讐
「
上
人
集
－
；
一
六
、
r
心
中
集
－
二
四
六
に
も
載
る
。
 
 

さ
る
事
あ
り
て
、
人
の
も
の
申
達
ほ
し
た
り
け
る
返
事
に
、
五
日
 
 
 

二
〇
四
 
折
に
あ
ひ
て
人
に
わ
が
身
や
ひ
か
れ
ま
し
筑
摩
の
沼
の
菖
蒲
な
り
せ
ば
 
 

月
（
稚
㌢
窮
）
 
 
 

三
一
〇
 
い
か
ば
か
り
嬉
し
か
ら
ま
し
秋
の
夜
の
月
す
む
空
に
雲
な
か
り
せ
は
 
 

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
例
示
し
た
の
は
季
の
歌
は
か
り
だ
が
、
勿
論
、
こ
れ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
 
 

周
知
の
「
命
な
り
け
り
小
夜
中
山
」
（
短
宗
」
）
を
始
め
、
西
行
が
「
命
」
を
歌
に
詠
む
こ
と
が
多
い
事
実
は
、
よ
く
知
ら
れ
 
 

て
い
る
。
問
題
の
歌
の
よ
う
に
、
「
命
」
と
恋
を
題
材
に
し
た
歌
も
、
他
に
多
い
。
 
 

恋
百
什
首
（
醜
、
一
覧
降
）
 
 

〓
一
六
九
 
逢
ふ
ま
で
の
命
も
が
な
と
思
ひ
し
ほ
悔
し
か
り
け
る
我
心
か
な
 
 

〓
一
入
二
 
わ
り
な
し
な
袖
に
な
げ
き
の
満
つ
ま
ゝ
に
命
を
の
み
も
厭
ふ
心
は
 
 

一
二
八
八
 
存
ら
へ
て
人
の
誠
を
見
る
べ
き
に
恋
に
命
の
絶
え
ん
物
か
は
 
 

〓
一
九
〇
 
川
の
瀬
に
よ
に
消
え
易
き
う
た
か
た
の
創
を
な
ぞ
や
君
が
た
の
む
る
 
 

一
二
九
二
 
お
の
づ
か
ら
あ
り
経
は
と
こ
そ
思
ひ
つ
れ
憑
な
く
な
る
致
命
か
な
 
 

他
に
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 

同
趣
向
の
歌
は
、
西
行
に
も
多
い
。
例
示
し
 
 

無
き
に
し
も
非
ず
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

95   



「山家集j所載西行歌一首存疑u  2
7
 
 
要
す
る
に
、
歌
の
用
語
・
語
法
・
素
材
・
技
巧
・
主
題
と
い
っ
た
点
を
内
部
徴
証
と
し
て
、
問
題
の
歌
の
詠
老
を
考
証
し
ょ
う
と
 
 
 

す
る
と
、
決
定
的
な
決
め
手
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
経
盛
歌
の
最
も
経
盛
歌
ら
し
さ
、
西
行
歌
の
最
も
西
行
歌
ら
し
さ
 
 
 

と
い
っ
た
、
「
姿
」
の
面
を
と
ら
え
、
問
題
の
歌
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
い
ま
少
し
明
確
な
方
向
が
出
せ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
前
述
 
 

の
ご
と
く
、
そ
れ
は
稿
老
に
は
荷
が
勝
ち
過
ぎ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
ほ
、
以
上
の
検
討
に
と
ど
め
た
い
。
 
 

つ
ま
り
、
問
題
の
歌
を
経
盛
も
西
行
も
詠
み
得
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
を
某
返
す
と
、
経
盛
が
問
題
の
歌
を
詠
 
 
 

む
ほ
ず
ほ
な
い
、
と
い
う
証
明
は
出
来
な
い
と
い
う
訳
で
あ
る
。
極
め
て
消
極
的
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
課
題
に
関
わ
る
大
事
な
証
 
 

明
が
で
き
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
歌
が
西
行
詠
と
さ
れ
た
り
経
盛
詠
と
さ
れ
た
り
す
る
の
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
 
 

か
よ
う
な
本
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
面
が
一
因
か
も
知
れ
な
い
。
と
す
る
と
、
無
意
味
な
吟
味
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
 
 

煩
維
に
わ
た
る
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
で
、
論
証
課
題
の
半
分
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
一
区
切
り
つ
け
て
整
理
し
、
「
下
」
 
 

と
す
る
後
半
に
つ
な
げ
た
い
。
 
 
 

『
山
家
集
』
に
載
る
「
何
故
か
」
の
歌
は
、
『
治
承
≡
十
六
人
歌
合
』
に
は
平
経
盛
詠
と
あ
る
。
こ
り
歌
合
り
内
部
徴
証
か
ら
、
西
 
 

行
の
代
作
と
は
考
え
な
く
て
も
よ
い
。
ま
た
、
こ
の
歌
合
は
詠
老
を
誤
る
こ
と
が
無
く
、
こ
の
歌
の
み
を
例
外
と
す
る
必
要
は
な
 
 

い
。
従
っ
て
、
こ
の
歌
は
、
平
経
盛
詠
と
見
て
よ
い
。
歌
の
表
現
と
主
題
等
の
面
で
、
問
題
の
歌
を
経
盛
の
他
歌
と
比
べ
て
も
、
積
 
 

極
的
に
こ
れ
は
経
盛
詠
に
非
ず
と
い
う
証
拠
は
見
出
せ
な
い
。
尤
も
、
西
行
の
場
合
で
も
同
じ
だ
が
。
 
 
 

以
上
が
、
こ
れ
ま
で
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
後
半
「
下
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
歌
を
最
初
に
西
行
詠
と
誤
っ
た
の
は
、
現
存
資
料
 
 

で
は
、
『
山
家
集
』
で
、
こ
れ
が
、
順
に
、
『
別
本
山
家
集
』
、
『
万
代
集
』
、
『
続
古
今
集
』
、
『
西
行
上
人
集
』
の
「
追
加
」
と
、
誤
っ
 
 

た
ま
ま
伝
え
ら
れ
て
行
っ
た
、
等
の
、
こ
の
二
目
を
載
せ
る
西
行
家
集
等
の
流
れ
に
つ
い
て
論
証
す
る
。
 
 

注
 
 
 

T
）
 
r
私
家
集
大
成
」
所
収
李
花
亭
文
庫
蔵
本
・
「
新
典
社
善
本
叢
書
」
天
文
本
・
「
在
九
州
国
文
資
料
影
印
叢
書
」
細
川
本
・
東
大
国
文
研
究
 
 

室
蔵
本
（
但
写
真
）
・
延
宝
二
年
版
本
を
調
査
。
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（
2
）
 
妙
法
院
本
（
永
井
義
意
民
約
刻
「
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
三
二
昭
和
四
六
年
3
月
）
、
宮
内
庁
蓉
陵
部
族
御
所
本
 
（
昭
和
六
年
刊
 
 

複
製
）
、
官
本
本
（
複
刻
日
本
古
典
文
学
館
）
 
を
調
査
。
 
 

（
3
）
 
「
私
家
集
大
成
」
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
翻
刻
・
校
訂
き
れ
た
陽
明
文
庫
蔵
本
を
中
心
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
収
蔵
の
諸
本
の
写
真
 
 

複
製
▼
松
平
文
庫
蔵
本
・
架
蔵
六
家
集
版
本
を
調
査
。
 
 

。
 
 

（
2
4
）
 
国
書
刊
行
会
本
r
丹
鶴
叢
書
」
所
収
に
依
る
。
 
 
 

国
文
学
研
究
資
料
館
収
蔵
の
諸
本
の
写
真
複
製
に
依
る
 
 

「
西
行
の
人
と
歌
」
 
（
「
日
本
絵
巻
物
全
集
」
第
十
一
巻
・
昭
和
三
三
年
1
1
月
刊
・
所
収
）
 
 

国
文
学
研
究
資
料
館
収
蔵
の
写
真
複
製
に
依
り
、
古
典
文
庫
の
翻
刻
を
参
照
し
て
引
く
。
 
 

国
文
学
研
究
資
料
館
収
蔵
の
写
真
複
製
に
依
り
調
査
。
 
 

神
宮
文
庫
の
御
好
意
で
配
布
を
う
け
た
写
真
に
依
り
調
査
。
古
典
文
庫
の
校
合
を
参
照
し
て
引
く
。
 
 

松
平
文
庫
本
を
収
蔵
す
る
島
原
公
民
館
の
御
許
可
で
撮
影
し
た
写
真
に
依
り
調
査
。
 
 

樋
口
芳
麻
呂
氏
と
共
編
。
昭
和
三
四
年
3
月
刊
。
 
 

「
国
文
学
言
語
と
文
芸
」
昭
和
三
四
年
3
月
号
。
 
 

白
田
昭
吾
氏
編
「
西
行
法
師
全
歌
集
総
索
引
」
 
（
昭
和
五
三
年
7
月
刊
）
 
 

注
（
望
の
書
〔
古
典
文
庫
）
「
未
刊
中
世
歌
合
集
上
J
の
「
解
題
」
H
治
承
三
十
六
人
歌
合
。
 
 

「
治
承
三
十
六
人
歌
合
に
つ
い
て
」
 
（
「
中
世
文
学
 
資
料
と
論
考
」
、
昭
和
五
三
年
1
1
月
刊
・
所
収
）
 
 

三
手
文
庫
本
、
山
口
図
書
館
本
と
も
、
題
箋
の
文
字
は
、
仮
に
巻
か
れ
た
と
思
し
く
、
原
題
で
は
な
い
。
神
官
文
庫
蔵
本
は
、
「
閑
放
集
L
 
 

巻
三
と
の
合
綴
で
、
内
題
で
あ
る
。
松
平
文
庫
蔵
本
は
、
文
庫
に
同
装
禎
の
文
献
が
数
多
く
、
外
題
は
原
虜
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
 
 

寛
一
本
で
い
う
と
巻
十
一
「
能
登
殿
最
後
」
。
但
、
「
吾
妻
鏡
」
文
拍
元
年
三
月
二
四
日
条
の
塩
浦
合
戦
の
記
事
に
は
「
前
参
議
経
盛
、
出
 
 

戦
場
、
至
陸
地
出
家
、
立
還
又
沈
波
底
」
と
あ
り
、
「
簡
醐
寺
雑
事
記
」
に
は
経
盛
は
以
後
行
方
知
れ
ず
と
あ
る
。
 
 

「
三
百
六
十
番
歌
含
蓄
し
香
え
考
」
 
（
「
和
欧
文
学
研
究
」
三
三
号
・
昭
和
五
〇
年
9
月
）
 
 

久
松
潜
一
氏
編
校
「
歌
論
集
こ
（
中
世
の
文
学
・
昭
和
四
六
年
2
月
刊
）
所
収
。
有
吉
保
氏
の
解
題
・
校
注
担
当
、
に
依
り
調
査
。
 
 

r
私
家
集
大
成
」
所
収
「
林
下
集
」
に
依
る
。
底
本
は
、
慶
応
大
学
図
書
館
蔵
本
。
 
 

「
私
家
集
大
成
」
所
収
「
季
経
入
道
集
」
に
依
る
。
底
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
。
 
 

「
平
安
朝
歌
合
大
成
」
所
収
に
依
る
。
底
本
は
、
神
宮
文
庫
蔵
本
。
 
 

以
下
、
考
証
の
述
語
は
、
小
西
甚
一
氏
「
事
実
考
証
論
」
（
「
国
文
学
言
語
と
文
芸
」
昭
和
四
四
年
1
1
月
号
）
 
に
従
う
。
 
 

森
本
元
子
氏
「
私
家
集
の
研
究
」
 
（
昭
和
四
一
年
1
1
月
刊
㌻
松
野
陽
一
氏
「
寿
永
百
首
に
つ
い
て
」
 
（
「
和
歌
文
学
研
究
し
三
一
号
・
昭
和
 
 

四
九
年
6
月
）
 
に
依
る
。
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2
5
 
 
（
聖
 
 

1
 
 
（
2
6
）
 
 

（
2
7
）
 
 

（
空
 
風
巻
景
次
郎
氏
校
注
。
但
、
「
凡
例
」
に
依
る
と
、
執
筆
中
の
氏
の
逝
去
に
伴
い
、
諸
氏
の
分
担
と
統
一
と
が
あ
っ
た
由
で
あ
る
。
 
 

（
付
言
）
 
本
稿
は
、
稿
老
担
当
の
昭
和
五
十
四
年
度
講
義
「
日
本
文
学
講
読
－
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
骨
子
 
 

は
、
筑
汲
大
学
日
本
文
学
会
例
会
（
昭
和
五
十
五
年
五
月
三
十
一
日
）
に
於
い
て
、
口
頭
で
報
告
し
た
。
演
習
に
参
加
し
た
学
生
諸
 
 

君
、
例
会
の
参
会
者
諸
氏
よ
り
、
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
 
 
 

「
私
家
集
大
成
」
所
収
「
粟
田
口
別
当
入
道
集
－
に
依
る
。
底
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
。
 
 

桂
宮
本
叢
書
「
私
家
集
四
」
の
「
粟
田
口
別
当
入
道
集
」
の
「
解
題
」
（
昭
和
二
八
年
3
月
）
。
 
井
上
宗
雄
氏
「
常
警
一
叢
年
譜
考
」
（
「
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
」
昭
和
五
三
年
1
0
月
刊
・
改
訂
所
収
）
も
、
「
治
軍
手
T
ハ
人
歌
合
の
 
寂
超
 

「
待
ち
え
た
る
」
の
歌
に
「
大
原
に
住
み
け
る
時
、
は
ら
か
ら
の
ま
う
で
来
む
と
た
の
め
て
よ
よ
過
ぎ
け
る
に
、
た
ま
く
き
て
も
 
外
 

に
泊
り
け
れ
ば
‥
‥
」
と
あ
る
が
、
続
詞
花
集
巻
十
六
・
新
千
載
一
八
八
四
で
は
「
は
ら
か
ら
」
は
為
栗
と
し
て
い
る
（
但
し
後
者
は
 
作
者
 

を
寂
然
と
す
る
が
、
誤
り
だ
ろ
う
）
」
と
き
れ
る
。
 
 

国
文
学
研
究
資
料
館
収
蔵
の
諸
本
の
写
実
複
製
に
依
る
。
 
 

国
文
学
研
究
資
料
館
収
蔵
の
諸
本
の
写
実
複
製
に
依
る
。
 
 

寛
一
本
等
に
依
る
。
 
 

「
平
家
物
語
全
注
釈
J
下
て
「
内
侍
所
都
入
」
の
章
の
「
解
説
」
。
 
 

r
千
載
集
」
の
本
文
お
よ
び
異
文
の
吟
味
は
、
久
保
田
淳
・
松
野
陽
一
両
氏
校
注
r
千
載
和
歌
集
J
（
昭
和
四
四
年
9
月
刊
）
に
依
る
。
 
 

日
本
古
典
文
学
全
集
「
歌
論
集
」
所
収
、
有
吉
保
氏
校
注
、
に
依
る
8
 
 

「
私
家
集
大
成
」
所
収
「
忠
度
百
首
J
に
依
る
。
底
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
。
 
 

続
辞
書
類
従
・
巻
第
三
六
八
所
収
に
依
る
。
 
 

こ
の
歌
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
「
忠
度
百
首
L
小
考
」
（
「
国
語
国
文
」
昭
和
五
四
年
5
月
）
参
照
。
 
 

明
治
十
八
年
の
写
。
赤
羽
学
氏
が
「
津
山
市
立
郷
土
館
蔵
道
家
大
門
文
庫
「
平
経
盛
卿
詠
J
紹
介
」
（
「
国
文
学
春
秋
」
四
・
昭
和
四
九
年
 
 

6
月
）
で
紹
介
き
れ
た
本
。
館
の
御
好
意
で
、
整
理
未
完
了
の
と
こ
ろ
を
、
調
査
き
せ
て
頂
い
た
。
 
 

r
経
盛
卿
家
集
」
所
収
歌
以
外
で
、
経
盛
詠
と
認
め
て
よ
い
歌
は
、
本
稿
で
問
題
の
歌
の
外
に
は
、
次
の
十
五
首
が
あ
る
。
 
 

永
万
二
年
「
重
家
家
歌
会
「
郭
公
」
六
左
、
仁
安
二
年
「
経
盛
家
歌
会
「
草
花
」
二
左
、
同
前
「
月
〓
差
、
同
前
「
紅
葉
」
二
左
、
 
 

同
前
「
恋
」
六
右
、
承
安
二
年
「
広
田
社
歌
合
J
「
社
頭
雪
」
一
〇
右
、
同
前
「
述
懐
」
一
〇
右
、
r
月
詣
集
J
巻
七
、
「
小
侍
従
集
J
一
 
 

三
六
（
宝
乗
集
J
一
三
〇
こ
、
「
治
承
三
十
六
人
歌
会
三
、
同
前
五
（
「
続
後
項
集
J
四
二
讐
、
同
前
六
〔
r
千
載
集
J
六
六
七
）
、
 
 

同
前
九
、
同
前
一
〇
、
r
風
雅
集
」
二
〇
三
七
。
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